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平成 30年４月１日改訂版 

 

武蔵野市介護老人福祉施設入所指針 

 

１． 目的 

 この指針は、指定介護老人福祉施設及び指定地域密着型介護老人福祉施設（以下「施設」という。）

について、「指定介護老人福祉施設の人員、設備及び運営に関する基準」（平成 11年３月 31日厚生省令

第 39 号）第７条に規定する「入退所」及び「指定介護老人福祉施設の人員、設備及び運営に関する基

準の一部を改正する省令」（平成 14年８月７日厚生労働省令第 104号）に基づくものである。介護保険

法（平成 9年法律第 123号）第８条第 21項の改正と、それに伴う介護保険法施行規則（平成 11年厚生

省令第 36条）の改正により、平成 27年４月 1日以降の施設への入所が原則要介護３以上の方に限定さ

れることとなった。 

武蔵野市として施設の入所に関する基準を明示することにより、入所決定過程の透明性・公平性を確保

するとともに、施設入所の円滑な実施に資することを目的とする。 

 

２．入所の対象となる者 

  入所の対象となる者は、原則として要介護３～５と認定された者のうち、常時介護を必要とし、かつ

居宅において介護を受けることが困難な者とする。 

 

３．入所の申し込み及び取り下げ 

（１）申込方法 

入所の申し込みは、介護老人福祉施設入所申込書兼調査票により直接施設に行う。その際、居宅の者

は、直近３カ月分のサービス利用票及び別表の各写し・要介護認定結果の写しを添付し、それ以外の者

は要介護認定結果の写しを添付して申し込む。 

ただし要介護認定結果の写しは、入所申込者の同意が得られれば、施設から市に請求することができ

る。要介護１又は２については、施設が市に対して報告を行うとともに、特例入所対象者に該当するか

否か意見を求める（様式４添付）。 

施設は、申込書を受理した時には、入所申込者に対して、申込受理書を交付するか、それにかわる書

類を交付するものとする。 

（２）入所申込者名簿の管理 

申込書を受理した場合は、入所申込者名簿にその内容を記載して管理しなければならない。また、辞

退や削除等の事由が生じた場合はその内容を記録しなければならない。 

（３）現況について 

本人の状況（要介護度、他施設入所等）や介護者の状況が変化した場合は、施設に入所申込変更届を

提出するものとする。また、施設は全入所申込者について、原則として毎年度１回現況について把握す

るよう努めるものとする。 

（４）取り下げについて 

 入所申込者は、入所申込を辞退する場合など、入所の意思がなくなった時には、すみやかに、施設に

入所申込取下げ届を提出するものとする。 

 

４．入所検討委員会 

（１）施設は、入所の決定に係る事務を処理するために、合議制の委員会又は会議（以下「検討委員会」

という。）を設置しなければならない。 

（２）検討委員会は、施設長、生活相談員、介護職員、看護職員、介護支援専門員等で構成する。なお、

検討委員会には第三者（当該法人の評議員等）を加えることが望ましい。 

（３）検討委員会は、施設長が招集し、必要に応じて開催するものとする。 

（４）検討委員会は、入所選考者名簿（以下「選考者名簿」という。）を調整するとともに、これに基

づいて入所の決定を行う。 

（５）検討委員会は、審議の内容を議事録として２年間保存しなければならない。 
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５．選考者名簿の調整と入所決定 

（１）調整方法 

選考者名簿は、別表１（入所申込者の評価基準）に基づく評価により、上位の者から登載する。 

（２）調整時期 

選考者名簿は、検討委員会の開催に合わせてその都度調整する。ただし、要介護 1又は２について

は、市へ意見を求めることとする（様式６）。 

（３）入所決定に際し施設の事情により勘案できる事項 

別表１及び別表２により入所順位を検討するが、施設における適切な処遇及び運営を図る上で、次

に掲げる個別事情を勘案して入所者の決定を行うことができる。 

【入所決定に際し施設の事情により勘案できる事項】 

  ①性別（部屋単位の男女別構成）  ②ベッドの特性（認知症専用床等）  ③地域性（入所後の家族関

係の維持等）  ④施設の専門性  ⑤その他特別に配慮しなければならない個別の事情 

６．特別な事由による入所 

次に挙げる場合においては、検討委員会の審議によらず施設長の判断により入所を決定することがで

きる。 

①災害や事件・事故等により検討委員会を招集する余裕がない場合。 

②武蔵野市から老人福祉法に定める措置委託による場合。 

 

７．その他の取り扱い 

（１）辞退者の取り扱い 

入所の意思を確認したにも関わらず、申込者の都合により一時辞退があった場合は順位を繰り下げ、

再度の辞退があった時は入所申込者名簿から削除することができる。 

（２）施設入所者の取り扱い 

入所者が入院治療の必要が生じて医療機関に入院し、概ね３カ月以内に退院することが明らかに見

込まれるときは、退院後に円滑に入所できるように計画的にベッドを確保するとともに、別表１の評

価によらず、検討委員会の審議により入所を決定することができる。 

 

８．個人情報の保護 

施設は、入所申込者より得た個人情報については、選考者名簿の作成と入所の可否を決定するために

利用するものとする。 

また、施設は、入所申込者及び家族から入所申込状況の問い合わせがあった場合には、個人情報保護

法を遵守し対応するものとする。 

   

９．適正運用 

施設等は、この指針に基づき適正に入所の決定を行うものとする。 

市は、この指針の適正な運用について、介護保険法及び老人福祉法に基づき、施設に対し必要な助言

を行うことができる。なお、市は、必要に応じて、武蔵野市介護老人福祉施設入所指針適用施設の代表

者を招集し、意見を求めることができる。 

  

10．指針の見直し 

この指針は、原則として３年ごとに見直すこととする。ただし、その間に必要が生じた場合には、随

時、見直すことができる。なお、見直しにあたっては、武蔵野市と武蔵野市介護保険施設・短期入所事

業者連絡会などの関係団体で協議するものとする。 

 

11．適用年月日 

この指針は、平成 15年４月１日から適用する。 

この指針は、平成 18年４月１日から適用する。 

この指針は、平成 27年４月１日から適用する。  

この指針は、平成 30年４月１日から適用する。 
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別表１ 入所申込者の評価基準 

 

評  価  項  目 
点数配分 

（100点満点） 

１ 本人の状況 

要介護度 

30点 
認知症の周辺症状（著しい精神症状

もしくは行動上の障害。以下同じ） 

２ 介護の困難性 
主たる介護者の状況 

25点 
調査で問題と思われる事項 

３ 居宅サービス等の利用状況 

直近３カ月間の居宅サービスの利用率 

25点 介護療養型医療施設・介護老人保健施

設、医療機関等の入所・入院状況 

４ 緊急度など特別な事由 20点 

※評価内容は申込時のものとし、申し込み以降に変更があった場合は、現況に合わせて評価しなおす。 

※各項目の点数区分については別表２「各項目の配点表」を参照。 

 

１：本人の状況 

本人の状態は、「要介護度」と「認知症の周辺症状」から判断し、要介護度の得点に認知症の周辺症状

の状態を加算する。要介護度は介護保険制度上、本人の状態を把握するのに最も客観的かつ公平的な基準

である。認知症の周辺症状の状態は、公的な調査員によって調査された要介護等認定調査の第３群及び第

４群（平成 21 年４月以前に要介護認定申請を行った方の場合は第７群）から勘案し、項目数によって要

介護度の得点に加算する。認知症の周辺症状の状態判断は難しいが、公的な調査員によって調査されたも

のを利用することで公平的かつ客観的なものにする。 

 これは、介護サービスを利用するにあたっての基本的事項であるため、点数配分を 30点満点とする。 

 

２：介護の困難性 

介護の困難性は、「主たる介護者の状況」から判断し、介護者の状況について５つに分類し当てはま

るものを選択する。さらに、自由記載欄を設け、申請の際に状況を具体的に記載してもらい、その内容

も勘案して当てはめる。 

これは、介護負担の状況を勘案するもので、点数配分を 25点満点とする。 

 

３：居宅サービス等の利用状況 

居宅サービスの利用状況は、「（１）直近３カ月間の居宅サービスの１カ月平均利用率」と「（２）居

宅生活困難による介護療養型医療施設・介護老人保健施設、医療機関等の入所・入院状況」から判断す

る。居宅サービスの１カ月平均利用率は、３カ月間の利用単位を３カ月分の区分支給限度基額（単位）

で割ったもので、①８割以上 ②６割以上８割未満 ③４割以上６割未満 ④２割以上４割未満 ⑤２

割未満 の５段階にわけ配点する。また、３カ月以上継続して介護療養型医療施設・介護老人保健施設、

医療機関等に入所・入院している場合は（１）ではなく（２）で判断する。 

これは、在宅介護の状況等を勘案するもので、点数配分を 25点満点とする。 

 

４：緊急度など特別な事由 

緊急度など特別な事由は、主たる介護者の急死や救急入院、住居が立ち退きを迫られている、認知症

の周辺症状が激しく介護者の精神的負担が大きいなど、上記１～３の基準により画一的な点数化が困難

な事由を勘案する事項として設定した。現行では申込順で緊急性の高い方・地域の方がスムーズに入所

できない等の問題があり、そのような問題解消を配慮するために配点する。 

これは、緊急性や特別な事由を考慮する事項であり、点数配分を 20点満点とする。 

資料編 3



 

別表２ 各項目の配点表 

 

１：本人の状況（～30点） 

■要介護度 

要介護度 配 点 

要介護５ 20点 

要介護４ 20点 

要介護３ 15点 

要介護２ 10点 

要介護１ ５点 

 ■認知症の周辺症状の状態による加算 

要介護認定調査の第３群及び第４

群（平成 21 年４月以前に要介護

認定申請を行った方の場合は第７

群）の調査（※）に基づく。 

「ある」のチェックが０項目（ない） ０点 

「ある」のチェックが１～５項目 ５点 

「ある」のチェックが６項目以上 10点 

※第３群の調査項目とは認知機能に関わるものであり、対象となる項目は、「徘徊」「外出すると戻れない」の２項

目とする。第４群の調査項目とは精神・行動障害に関わるものであり、「作話」「昼夜逆転」「大声を出す」「介護

に抵抗」等であり、すべての項目を対象とする。 

＜評価基準＞ 

・要介護認定調査の第３群及び第４群（平成 21年４月以前に要介護認定申請を行った方の場合は第７群）

おいて、認知症の激しい周辺症状と考えられる「徘徊」「介護に抵抗」のいずれかにチェックがある場

合は「４：緊急時などの特別な事由」で配慮する。 

  

２：介護の困難性（～25点）  

■主たる介護者の状況 

 主たる介護者の状況 配 点 

１ 身寄りも介護者も全くいない。 25点 

２ 主たる介護者が遠方または病気で長期入院中。 25点 

３ 主たる介護者が高齢者・障害者または疾病があり在宅療養中。 20点 

４ 
主たる介護者が就業しており、なおかつ育児中もしくは複数の

被介護者がいる。 
20点 

５ 主たる介護者が就業している。 15点 

６ 主たる介護者が育児中または複数の被介護者がいる。 15点 

７ 上記のどれにもあてはまらない方。  ０点 

※特別養護老人ホームに入所中の方は、原則として、この項目の配点から 25 点を減点した点数とし、その点数が０

点を下回る時は０点とする。 

■上記の他、調査で問題と思われる介護の困難性 

（調査用記入欄を作成） → 内容による加算は「緊急度など特別な事由」で行う。 

 

 

 

＜評価基準＞ 

・適用項目が複数ある場合、配点の最も高い項目を選択する。その他の適応項目を勘案すべきと判断した

場合、別途記入欄に記載し「４：緊急度など特別な事由」で加算する。 

・「身寄り」とは、２親等以内の家族・親族（父母・配偶者・子・兄弟姉妹・祖父母・孫）をいう。 

・「介護者が遠方」とは、主たる介護者が被介護者を介護する際、移動に２時間以上かかる距離におり、介

護とその往復に１日程度かかってしまうような場合をいう。 

・「介護者が高齢者」とは、満 70歳以上をいう。「介護者が障害者」とは、身体障害者手帳の所持者等をいう。 

・「介護者が育児中」とは、小学生未満の幼児・乳幼児を養育している場合をいう。 

・「介護者が就業している」とは、勤務形態に関わらず、概ね週 20時間以上就労している場合をいう。 
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３：居宅サービス等の利用状況（～25点） 

（１）直近３カ月間の居宅サービスの１カ月平均利用率 

居宅サービスの利用率（※１） 配 点 

８割以上 25点 

６割以上８割未満 20点 

４割以上６割未満 15点 

２割以上４割未満 10点 

２割未満  ５点 

※１ 居宅サービスの利用率とは、サービス利用票別表に基づく区分支給限度基準額（単位）とサービス利 

用単位の割合。 

直近３カ月間の居宅サービスの１カ月平均利用率 ＝ 直近３カ月間のサービス利用単位の合計 ／ ３カ月分の区分支給限度基準額（単位） 

 

算定の対象となるサービス 訪問介護、訪問入浴介護、訪問看護、訪問リハビリテーション、通所介護、

通所リハビリテーション、短期入所生活介護、短期入所療養介護、福祉用具貸与 

※２ 居宅サービスの利用がなく、介護療養型医療施設・介護老人保健施設等の施設サービスを利用しているか、医

療機関に入院されている場合は、上記（１）ではなく（２）で判断する。 

 

（２）居宅生活困難による介護療養型医療施設・介護老人保健施設、医療機関等の入所・入院状況 

３カ月以上継続して、介護療養型医療施設・介護老人保健施設、医療

機関等に入所・入院している方 
20点 

 

 

４：緊急度など特別な事由（０～20点） 

各施設の入所検討委員会の判断により、緊急度や福祉的観点などから、特に施設入所

を考慮すべき特別な事由が認められる場合は、その状況に応じて、20 点を限度として

加算する。 

＜特別な事由として挙げられる例＞ 

・緊急性が高い事由（主たる介護者の急死・救急入院、住居が立ち退きを迫られているなど） 

・「介護の困難性」項目で点数化できない事由（要介護３以上になってから、主たる介護者の介護期間が3年以

上の長期にわたっている場合など） 

・居住環境が劣悪（廊下、階段、便所、浴室等の住宅改修が困難など） 

・介護老人保健施設または医療機関に入所・入院中だが、退所・退所後の在宅生活が困難 

で転院・転所先がみつからない方 

・認知症である者（認知症高齢者の日常生活自立度Ⅱｂ以上）であって、日常生活に支障を来すよう

な症状・行動や意思疎通の困難さ等が頻繁に見られ、在宅生活が困難な状態であること。 

・知的障害・精神障害等を伴い、日常生活に支障を来すような症状・行動や意思疎通の困難さ等が頻

繁に見られ、在宅生活が困難な状態であること。 

・家族等による深刻な虐待が疑われること等により、心身の安全・安心の確保が困難であることによ

り、在宅生活が困難な状態であること。 

・単身世帯である、同居家族が高齢又は病弱である等により家族等による支援が期待できず、かつ、

地域での介護サービスや生活支援の供給が不十分であることにより、在宅生活が困難な状態であ

る。 

・その他特別に配慮しなければならない個別の事情 

合計で 

20点を 

限度とする 

※項目及び加算の方法は施設側に委ねられており、この例に該当する場合でも、すべての施設が加算をするわけでは

ない。 

＜評価基準＞ 

・有料老人ホーム、軽費老人ホーム、養護老人ホーム、特別養護老人ホーム、グループホームに入所してい

る場合は、（２）で評価する。 

・有料老人ホーム、軽費老人ホーム、養護老人ホームに入所（入居）中で、特定施設入居者生活介護サービ

ス以外の居宅サービスを利用し、その利用率が８割を越える場合は、（１）で評価し 25点とする。 
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入所申込者名簿への記載 

 

必要に応じて入所申込者の点数化の 

ための調査を実施（現況の把握） 

選考者名簿の作成 

 

入所判定のための詳細調査を実施 

 

選考者名簿に基づいて審査・判定の資

料作成を行う。※特例入所の対象者に対し

ては、武蔵野市へ意見を求める（様式６） 

 

◆施設入所におけるフローチャート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※選考者名簿に要介護 1又は２が記載された場合は市へ意見を求めることとする。 

保留 

入  所 

① 入所決定に際し、施設の事情により勘案できる
事項を検討し、審査・判定を行う 

② 最終判定（入所者の選考） 

施設 

 

＜要介護３・４・５＞ 

受付 

入所申込申請 

①介護老人福祉施設入所申込書兼調査票（様式 1） 

②直近３ヶ月分のサービス利用表及び別表の各写し 

変更届の提出 

（要介護度等の変

更があった場合）

（様式２） 

※ただし、要介護

１又は２の場合は

武蔵野市特別養護

老人ホーム入所対

象者（要介護 1 又

は２）に伴う申請

書（様式４）添付 

状況が変化した

ら、施設に連絡 

申込者 

＜要介護１又は２＞特例入所に該当するか否か

を武蔵野市へ意見を求める 

＜要介護１又は２＞ 

特例入所申込者（様式４を添付） 

＜要介護３・４・５＞ 

入所申込者 

入所検討委員会 

要介護認定結果の写しを武蔵野市へ請求 
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武蔵野市介護保険事業者における事故発生時の報告に関する取扱要領 
（目的） 
第１条 この要領は、介護保険法（平成９年法律第 123 号）に基づく指定居宅サービス等の事業

の人員、設備及び運営に関する基準（平成 11 年厚生省令第 37 号）、指定介護予防サービス等の

事業の人員、設備及び運営並びに指定介護予防サービス等に係る介護予防のための効果的な支

援の方法に関する基準（平成 18 年厚生労働省令第 35 号）、指定居宅介護支援等の事業の人員

及び運営に関する基準（平成 11 年厚生省令第 38 号）、指定介護老人福祉施設の人員、設備及び

運営に関する基準（平成 11 年厚生省令第 39 号）、介護老人保健施設の人員、設備及び運営に関

する基準（平成 11 年厚生省令第 40 号）、指定介護療養型医療施設の人員、設備及び運営に関す

る基準（平成 11 年厚生省令第 41 号）、指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に

関する基準（平成 18 年厚生労働省令第 34 号）、指定地域密着型介護予防サービスの事業の人

員、設備及び運営並びに指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のための効果的な支

援の方法に関する基準（平成 18 年厚生労働省令第 36 号）並びに指定介護予防支援等の事業の

人員及び運営並びに指定介護予防支援等に係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する

基準（平成 18 年厚生労働省令第 37 号）に規定される、事故が発生した場合の市への報告につ

いて必要な事項を定めることにより、介護サービスの提供により事故が発生した場合に、速や

かにサービス提供事業者から市へ報告が行われ、事故の速やかな解決及び再発防止に資するこ

とを目的とする。 
（対象事業者及びサービス） 
第２条 指定介護保険事業者及び基準該当サービス事業者が行う介護保険適用のサービスとする。 
（事故の範囲） 
第３条 報告すべき事故の範囲は、事業者の責任の有無にかかわらず、介護サービスの提供に伴

い発生した事故とし、次の各号に該当するものとする。 
 一 原因等が次のいずれかに該当する場合 

（１） 身体不自由又は認知症等に起因するもの 
（２） 施設の設備等に起因するもの 
（３） 感染症、食中毒又は疥癬の発生 
（４） 地震等の自然災害、火災又は交通事故 
（５） 職員、利用者又は第三者の故意又は過失による行為及びそれらが疑われる場合 
（６） 原因を特定できない場合 

 二 次のいずれかに該当する被害又は影響を生じた場合 
（１） 利用者が死亡、けが等、身体的又は精神的被害を受けた場合 
（２） 利用者が経済的損失を受けた場合 
（３） 利用者が加害者となった場合 
（４） その他、事業所のサービス提供等に重大な支障を伴う場合 

２ 次の各号のいずれかに該当する場合は、前項に該当する場合を含め、報告を要しないものと

する。 
 一 利用者が身体的被害を受けた場合において、医療機関を受診することなく、軽微な治療の

みで対応した場合 
 二 利用者が身体的被害を受けて医療機関を受診又は入院した場合において、診察又は検査の
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みで、治療を伴わない場合 
 三 老衰等、事業者、利用者及び第三者の責に帰さない原因で死亡した場合 
 四 その他、被害又は影響がきわめて微小な場合 
（報告事項） 
第４条 報告事項は、次のとおりとする。 

一 報告日 
二 報告事業者名、所在地等 

三 利用者の氏名、住所、性別、生年月日、保険者名、被保険者番号及び要介護度 

四 事故の概要（発生日時、発生場所、概要（原因、経緯、被害状況等）及び報告が遅延した

理由） 

五 事故時の対応（対応の概要、医療機関名及び所在地並びに家族への連絡状況） 

六 事故後の対応（利用者の状況、再発防止に向けての今後の対応及び損害賠償等の状況） 

２ 報告は、事故報告書（様式第１号。以下同じ。）により行なう。ただし、途中経過の報告につ

いては、これによらないこともできる。 

（報告の対象） 

第５条 報告する事故は、事故当事者である介護サービス利用者が、本市の被保険者である場合

及び事業所又は施設所在地が本市内の場合とする。 

（報告の手順） 

第６条 事故の報告は、概ね次の手順によるものとする。 

一 第一報 
（１）事業者は、事故の発生を確認した場合、速やかに家族等へ連絡するとともに、第４条第

１項第１号から第５号までの内容について、事故報告書により市へ報告する。また、居宅

介護支援事業者にも同様の報告を行なうものとする。 
（２） 緊急を要するものについては、事故報告書を提出する前に、電話等、より迅速な手段に

より仮報告を行なうものとする。 
 二 途中経過及び最終報告 

 事業者は、第一報の後、適宜途中経過を報告するとともに、事故処理が終了した時点で第

４条第１項第６号の内容を含む最終報告を事故報告書により行なう。ただし、第一報の時点

で事故処理が終了している場合は、第一報をもって最終報とすることができる。この場合、

第４条第１項第６号の内容についても、第一報の事故報告書に記載するものとする。 

（市における対応） 

第７条 市は事故報告を受けた場合は、事故に係る状況を把握するとともに、当該事業者の対応

状況に応じて保険者として必要な対応を行なうものとする。 

２ 対応する事故は、事故当事者が本市の被保険者である場合を原則とするが、必要に応じ他の

区市町村の被保険者に係る事故についても、当該区市町村と連携し対応するものとする。 

３ 重大な事故については、必要に応じて、東京都、東京都国民健康保険団体連合会又は他の区

市町村と連携を図るものとする。 

 

  付 則 

 この要領は、平成 19年 10 月１日から施行する。 
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  付 則 

 この要領は、平成 21年６月１日から施行する。 

  付 則 

 この要領は、平成 22年３月１日から施行する。 
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武蔵野市における苦情相談の流れと基準 
                       平成 20 年 4 月 1 日／武蔵野市高齢者支援課  
 
１．意見・苦情相談の処理手順  
① 一般的な苦情相談については、高齢者支援課・地域包括支援センター・在宅介護支援センターで受け付け、武蔵野

市統一の「苦情相談票」（「武蔵野市介護サービス及び要介護認定等に関する意見・苦情相談票」）に相談内容などを

記入する。 

②  「連絡、移管の基準」に基づき、高齢者支援課に苦情相談票をＦＡＸで送付し、サービス相

談調整専門員が事実確認・調整などの業務を行う。  
③  「苦情相談票」により、意見・苦情内容の分析、対応方法の検討等を行い、居宅介護支援事

業者連絡協議会等の事業者団体との協議を通して、適正な対応やサービスの向上を図ってゆ

く。  
   
２．サービス相談調整専門員の業務  
（１）要介護認定等に関連するもの  
①「介護保険法第 29 条」に基づき、要介護状態区分に不服のある当該被保険者に要介護認定・

要支援認定の再申請を促す。  
 ②「介護保険法第 183 条」に基づく審査請求に至る前の事前調整、東京都介護保険審査会との

連絡調整、審査請求に対する処分庁としての弁明書の作成など。  
（２）サービスの苦情に関連するもの  
 ①「介護保険法第 23 条」に基づき、保険給付を受ける者又はサービス提供事業者等に対し質

問や照会を行う。  
 ②「介護保険法第 23 条」に基づき、市が必要と認めるときは、保険給付を受ける者又はサー

ビス提供事業者、指定居宅介護支援事業者等に対し文書その他の物件の提出又は提示を求め

る（依頼を含）。  
 ③「運営基準」に基づき、指定居宅サービス事業者、指定居宅介護支援事業者等に対し改善に

向け指導や助言を行う。（厚生省令第 37 号・第 38 号・第 39 号・第 40 号・第 41 号）  
 ④「介護保険法第 77 条並びに 84 条」に基づき、指定居宅サービス事業者、指定居宅介護支援

事業者等が不適正な事業運営を行ったり、不正請求があつた場合、市がその旨を都道府県知

事に通知する。  
 ⑤国民健康保険団体連合会との連絡調整並びに共同調査など。  
 
３．サービス相談調整専門員に連絡、移管する苦情相談の基準について  
①当初より、介護保険審査会への審査申出や国民健康保険団体連合会への苦情申立を行いたいとの申出の

もの 

②地域包括支援センター・在宅介護支援センターに対して行われた、他の居宅介護支援事業者

に対する苦情申立  
③重大な事故、事件性があると思われる利用者のケガや死亡等についての苦情申立  
④食中毒や感染症等の衛生管理上の問題に対する苦情申立  
⑤居宅介護支援事業者として、居宅サービス事業者と利用者との調整が不調になった苦情申立  
⑥武蔵野市を超える広域に渡る居宅サービス事業に関する苦情申立  
⑦その他連絡、移管の必要があると認められる苦情申立  
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内容別苦情・相談調整の流れ 
平成 12 年 10 月 31 日／武蔵野市高齢者支援課（平成 20 年度一部改正） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 

 

・明らかに申請時点と

状態に変化が見られ

る場合は、変更申請を

促す  

保険料について ケアプラン・サー

ビスについて 
契約不履行につ

いて 
利用者負担につ

いて 

要介護認定につい

て 
制度・介護一般及

びその他 

苦情の受付窓口：高齢者支援課・地域包括支援センター・在宅介護支援センター 

・サービスの種類、事業者、居宅介護支

援事業者の確認 
・苦情、相談内容の聞き取り 
・申立者希望を聞く 

・情報提供 
・サービス提供機

関の紹介 

・認定結果、本人の

状況の聞き取り 
・不服な理由を聞く 
・要介護認定の基

準・状態像の説明 
・本人の訪問調査結

果、認定結果につ

いて説明 

苦情相談票のおもて面を記録し課長決裁 

包括・在介支で受

けた場合は、高齢

者支援課に送付。 

苦情・相談受領はがきを申立人に送付（その場で解決した場合は、不要） 

・担当ケアマネに連絡し事実確認。 

・介保法２３条によりケアマネから

の報告を受ける。 
・文書での回答を行う 

それでも不服の場合は、国保連
に苦情の申し出を行う 

それでも不服の場合は東京都の介護保険審査会に審査
請求を行なう 

・説明 
･誤った保険料を

賦課していた時

は、保険料額を変

更する。 

契約内容の確認 

保険者事務賦課

担当に照会（これ

以降、保険者事務

賦課担当で対応） 

訪問調査員に連絡し事実確認 

訪問調査員に事実

確認をした結果

と、相談者の申し

出内容が食い違う

場合、サービス相

談調整専門員が、

本人を訪問し調査 

訪問調査員に事実

確認をした結果、

相談者の申し出の

通りであったら、

再申請、変更申請

の手続きを行う 

サ
□
ビ
ス
相
談
調
整
専
門
員 

資料編 11



資料編 12



資料編 13



資料編 14



地域連携診療計画書（その４） ＜在宅・維持期から急性期病院へ＞

●自宅退院後の様子をもとにして、在宅生活を支える方々と急性期治療の先生方との相談の機会です。
●リハビリの欄は、リハビリスタッフに限らず、記入できる方ならどなたが記入しても構いません。
●在宅診療のかかりつけ医からの紹介状の添付書類として活用してください。
●急性期治療を要する場合を除き、地域連携診療計画書の各管理病院に戻すか、当医療圏事務局までご連絡下さい。

ふりがな ご家族・ｷｰﾊﾟｰｿﾝ （お名前、続柄等）

氏名
（男　女）

様
生年月日　西暦　19      年      月      日（      ）歳 現住所： 緊急連絡先：℡　　　　（　　　）

主な日常生活上の活動 （内服薬、自己注射、活動内容、自主訓練等）

利用しているサービス
①訪問看護　②訪問介護　③訪問リハビリ　④訪問入浴　⑤通所リハビリ　⑥通所介護　⑦居宅療養管理指導　⑧配食　⑨福祉用具

□看護サマリ添付あり 記入日 月 日  記入者
障害自立度（寝たきり度）( Ｊ　A  B  C - 1  2 )

認知高齢者生活度( Ⅰ  Ⅱａ  Ⅱb  Ⅲa  Ⅲb  Ⅳ  Ⅴ　）

身長（　　　　）cm　体重（　　　　）ｋｇ: 増減（　　　　）kg/直近３か月

栄養状態（良  不良）　利き手（右  左）　義歯 □有（上  下）

□自立　□見守り　□介助
□経口:主食（米飯　粥）　副食（常　きざみ） 床上安静の指示  0, 1

□経管（経鼻　経胃）（　　　）Fr　交換（　　　）週ごと どちらかの手を胸元まで持ち上げる  0, 1

□自立　□見守り　□常時見守り　□介助 寝返り  0, 1, 2

排尿回数（　　）回/日　夜間排尿（　　　）回　　　　 起き上がり  0, 1

排便回数（　　）回/日　最終排便日（　　/  　  ） 座位保持  0, 1, 2

ｵﾑﾂ　尿器　　ﾄｲﾚ　ﾎﾟｰﾀﾌﾞﾙﾄｲﾚ（24h　夜のみ） 移乗  0, 1, 2

ｽﾄﾏ　膀胱ろう 移動方法  0, 1

尿道ｶﾃｰﾃﾙ:（　　　）Fr　交換（　　　）週ごと 口腔清潔  0, 1

□自立　□見守り　□介助（軽　中　重） 食事摂取  0, 1, 2

□自立　□見守り　□介助（軽　中　重） 衣服の着脱  0, 1, 2

□自立　□見守り　□介助（軽　中　重） 他者への意思の伝達  0, 1, 2

□吸痰・口腔ケア □別紙参照  診療・療養上の指示が通じる  0, 1

□床ずれ・清拭 □別紙参照  危険行動への対応  0, 1

□服薬の注意点 □別紙参照  合計点（０～１９） 点

□リハビリサマリ添付あり 記入日　　月　　日　記入者 機能低下時のリハビリ相談先：
FIM等の機能評価

リハサービス

在宅で継続していること

回避していること

ｹｱﾏﾈｼﾞｬｰ等の支援者からの意見・相談 □要支援(　    )　□要介護(      ）

記入日：      年      月      日 記入者：
かかりつけ医からの意見・相談 （通院時・往診時の様子等）

記入日：      年      月      日 記入者：
急性期治療医からの意見・お願い （今後の受療時期・検査の必要性等） 私は上記の地域連携に基づく診療計画に関する説明を

受けました。 書かれた内容が病院・施設間の連絡調整
等に使用されることに同意します。

説明・同意日：      年      月      日

記入日：      年      月      日 記入者： 本人、家族の署名：
北多摩南部医療圏の事務局は武蔵野赤十字病院医療連携センター（電話0422-32-3111内線5555）です 2010.07. 北多摩南部版4-2

水

入浴

整容

看
護
・
介
護

午前サ
ー

ビ
ス

生
活
状
況
　
 
 
 
ご
本
人
・
ご
家
族
か
ら

リ
ハ
ビ
リ

更衣

排
泄

段差

日
常
生
活
機
能
評
価
表

歩行器 自操　　見守り　　介助 自操　　見守り　　介助
杖 杖　ﾛﾌｽﾄﾗﾝﾄﾞ杖　四点杖 杖　ﾛﾌｽﾄﾗﾝﾄﾞ杖　四点杖

車いす 自操　　見守り　　介助

自立　　手すり使用　　介助 外出介助必要　　

移動 屋 内 屋 外
歩行 自立　伝い歩き　見守り　介助 自立　補助具使用　介助

土木

食
事

月 火 金

ご家族

午後

自操　　見守り　　介助

日

６ １２ １８ ２４０ ３ ９ １５ ２１

０：できる、介助なし

１：できない、一部介助

２：できない、全介助
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事業概要   通院が困難な在宅の高齢者に対して、訪問歯科健診及び歯科に関する相談・指

導、摂食嚥下機能検査を行う。 

＊本事業は「健診」のため「治療」は対象外。即治療が必要な場合は、武蔵野市

歯科医師会（49－8881）を案内し、往診可能な歯科医師を紹介してもらうこと

ができる。（下欄参照） 

対  象   市内に住所を有するおおむね65歳以上で、在宅で寝たきり又は認知症等のた

め、歯科医院への通院が困難な方。また健診が可能な身体状況にあること。 

      ＊ 本人・家族等から通院困難の訴えがあれば対象とし、広く健診に繋げる 

費  用  無料 

武蔵野市の「在宅高齢者訪問歯科健診」 （無料） 

①高齢者支援課または各在宅介護・地域包括支援センターへ申請書を提出する。 

（申請書は各窓口で配布） 

②利用の可否に関する決定通知書が利用者に届く。 

③歯科医師会または医師（医院）から利用者に日程調整の電話連絡がある。 

④健診・検査を受ける 

歯科医師会の「訪問歯科診療」 （保険診療） 

①歯科医師会ホームページからダウンロードするか、または歯科医師会へ電話をかけ、

申込書と訪問可能医院リストを取り寄せる。 

②リストに記載されている医院情報（訪問可能エリア・連絡方法等）を確認し、申込書

に必要事項を記入のうえ、希望医院へ連絡する。 

③希望医院から訪問日時の連絡が来るので、調整する。 

④受診の際に、保険証等を提示し、一部負担料を支払う。 

在宅高齢者訪問歯科健診 歯科医師との連携 

お口の中がどういう状態か

診てもらいたい 

（健診希望） 

口の機能や飲み込みの状態

を診てもらいたい 

（摂食嚥下機能検査希望） 

お口の中の不具合をでき

る限り早期に治療しても

らいたい 

（診療希望） 

手続きチャート 

通院で   健診・治療へ 

ねたきりまたは認知症等で通院ができない 

＝はい ＝いいえ 

歯科医師会の「訪問歯科

診療」を利用 保険診療 

武蔵野市の「在宅高齢者訪問歯科健診」を利用 
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第１号様式（第４条関係）

令和　　　　　年　　月　　日 

　武蔵野市長　　殿

申請者 住所

氏名

利用者との続柄

連絡先（電話番号） （　　）

　下記の者について、在宅高齢者訪問歯科健診を申請します。

フリガナ 明治 （　　　　　歳）

利用者氏名
大正
昭和 　　　年　　　月　　　日生

住所 武蔵野市 　 丁目  　　 番　　　号

電話番号 携帯電話番号

未申請    自立　　要支援（　　　）  要介護（　　　）

指定居宅介護支援事業者の名称

介護支援専門員の氏名

※寝たきり、認知症等

申請理由

※利用者の心身の状況、置かれている環境、歯科に関する既往症、問題行動等

病院 ・ 医院／氏名

あり（前・今） ・ なし 電話番号　　（　　） ファクシミリ　　（　　）

病院 ・ 医院／氏名

あり（前・今） ・ なし 電話番号　　（　　） ファクシミリ　　（　　）

上記の者から在宅高齢者訪問歯科健診の申込みがありましたので貴会に依頼します。

公益社団法人東京都武蔵野市歯科医師会会長　殿

令和　　　　　年　　月　　日 

武蔵野市長

その他

男
・
女

介護にあたっている者の氏名

記

利用者との続柄

 0422 （　　）

歯科主治医

在宅高齢者訪問歯科健診申請書兼依頼書

在宅高齢者訪問歯科健診依頼書

医科主治医

利用者の自宅周辺の状況

要介護・要支援認定の状況

以 下 は 記 入 し な い で く だ さ い 。
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第１号様式（第４条関係）

年　 月　 日 

　武蔵野市長　　殿

申請者 住所 　　武蔵野市緑町２－２－２８

氏名 高齢　太郎

利用者との続柄 長男

連絡先（電話番号） （０１　）２３４５

　下記の者について、在宅高齢者訪問歯科健診を申請します。

フリガナ コウレイ　ハナコ 明治 （　○○　歳）

利用者氏名
大正
昭和 　　○年　　１月　　　１日生

住所 武蔵野市 １丁目  　　１ 番　　１　号

電話番号 携帯電話番号 000-1111-2222

未申請    自立　　要支援（　　　）  要介護（４　）

指定居宅介護支援事業者の名称 ○○　ケアセンター

介護支援専門員の氏名 相談　支援子

高齢　太郎 長男

※寝たきり、認知症等

申請理由 認知症のために通院が困難である等、通院が困難な理由をお書きください。

※利用者の心身の状況、置かれている環境、歯科に関する既往症、問題行動等

事前に伝えておきたい、気になることをお書きください。

○○小学校の南側など自宅を訪問するときに目印になるもの

△△ 病院 ・ 医院／氏名 △　太郎

あり（前・今） ・ なし 電話番号　　（００　）1111 ファクシミリ　　（　　）

□□歯科 病院 ・ 医院／氏名 □　みどり

あり（前・今） ・ なし 電話番号　　（００）５５５５ ファクシミリ　　（　　）

上記の者から在宅高齢者訪問歯科健診の申込みがありましたので貴会に依頼します。

公益社団法人東京都武蔵野市歯科医師会会長　殿

令和 　　年　　月　　日 

武蔵野市長

記入例

歯科主治医

在宅高齢者訪問歯科健診申請書兼依頼書

在宅高齢者訪問歯科健診依頼書

医科主治医

利用者の自宅周辺の状況

要介護・要支援認定の状況

以 下 は 記 入 し な い で く だ さ い 。

西久保

や、駐車場・エレベーターがあるかをお書きください。

その他

男
・
女

介護にあたっている者の氏名

記

利用者との続柄

 0422 （６７）８９１０

高齢　花子
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○
武

蔵
野
市

指
定

居
宅

介
護
支

援
等

の
事

業
の
人

員
及
び

運
営

に
関
す

る
基
準

を
定

め
る

条
例
 

平
成

30
年
３

月
2
6日

条
例

第
1
3号

 

改
正
 

令
和

３
年
３

月
2
4日

条
例
第
６

号
 

令
和

６
年
３

月
1
5日

条
例
第
1
1号

 

武
蔵

野
市
指

定
居

宅
介

護
支
援

等
の

事
業

の
人
員

及
び
運

営
に

関
す
る

基
準
を

定
め

る
条

例
 

目
次
 

第
１

章
 
基

本
方
針

等
（

第
１

条
・

第
２

条
）
 

第
２

章
 
人

員
に
関

す
る

基
準

（
第

３
条

・
第
４

条
）
 

第
３

章
 
運

営
に
関

す
る

基
準

（
第

５
条

―
第
3
0
条

）
 

第
４

章
 
基

準
該
当

居
宅

介
護

支
援

に
関

す
る
基

準
（
第
3
1条

）
 

第
５

章
 
雑

則
（
第

3
2条

）
 

付
則
 第

１
章
 
基

本
方

針
等
 

（
趣

旨
）
 

第
１

条
 
こ

の
条
例

は
、
介
護

保
険

法
（

平
成

９
年

法
律
第

1
2
3
号

。
以

下
「
法

」
と
い

う
。
）
第

4
7条

第
１

項
第
１

号
、

第
79

条
第

２
項

第
１

号
並

び
に

第
8
1条

第
１

項
及

び
第

２
項

の
規

定
に

基
づ

き
、
武

蔵
野

市
（

以
下

「
市

」

と
い

う
。
）
に

お
け
る

指
定

居
宅

介
護

支
援

等
の
事

業
の
人
員

及
び

運
営

に
関
す

る
基
準
を

定
め

る
も

の
と
す

る
。
 

（
基

本
方
針

等
）
 

第
２

条
 

指
定

居
宅

介
護

支
援

の
事

業
は

、
要

介
護

状
態

と
な

っ
た

場
合

に
お

い
て

も
、

そ
の

利
用

者
が

可
能

な
限

り
そ

の
居

宅
に

お
い

て
、

そ
の

有
す

る
能

力
に

応
じ

自
立

し
た

日
常

生
活

を
営

む
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

配
慮

し

て
行

わ
れ
る

も
の
で

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
 

２
 

指
定

居
宅

介
護

支
援

の
事

業
は

、
利

用
者

の
心

身
の

状
況

、
そ

の
置

か
れ

て
い

る
環

境
等

に
応

じ
て

、
利

用
者

の
選

択
に

基
づ

き
、

適
切

な
保

健
医

療
サ

ー
ビ

ス
及

び
福

祉
サ

ー
ビ

ス
が

、
多

様
な

事
業

者
か

ら
、

総
合

的
か

つ

効
率

的
に
提

供
さ
れ

る
よ

う
配

慮
し

て
行

わ
れ
る

も
の
で
な

け
れ

ば
な

ら
な
い

。
 

３
 

指
定

居
宅

介
護

支
援

事
業

者
（

法
第

4
6条

第
１

項
に

規
定

す
る

指
定

居
宅

介
護

支
援

事
業

者
を

い
う

。
以

下
同

じ
。

）
は

、
指

定
居

宅
介

護
支

援
の

提
供

に
あ

た
っ

て
は

、
利

用
者

の
意

思
及

び
人

格
を

尊
重

し
、

常
に

利
用

者

の
立

場
に

立
っ

て
、

利
用

者
に

提
供

さ
れ

る
指

定
居

宅
サ

ー
ビ

ス
等

（
法

第
８

条
第

24
項

に
規

定
す

る
指

定
居

宅

サ
ー

ビ
ス

等
を

い
う

。
以

下
同

じ
。

）
が

特
定

の
種

類
又

は
特

定
の

指
定

居
宅

サ
ー

ビ
ス

事
業

者
（

法
第

4
1条

第

１
項

に
規
定

す
る
指

定
居

宅
サ

ー
ビ

ス
事

業
者
を

い
う
。
以

下
同

じ
。
）
等

に
不

当
に
偏

す
る

こ
と

の
な
い

よ
う
、
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公
正

中
立
に

行
わ
れ

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
 

４
 

指
定
居

宅
介
護

支
援

事
業

者
は

、
事
業

の
運
営

に
あ

た
っ

て
は

、
市

、
法

第
11
5条

の
4
6第

１
項

に
規

定
す
る
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
（

以
下

「
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
」

と
い

う
。

）
、

老
人

福
祉

法
（

昭
和

3
8年

法
律

第

13
3号

）
第

2
0条

の
７

の
２

第
１

項
に

規
定

す
る

老
人

介
護

支
援

セ
ン

タ
ー

、
他

の
指

定
居

宅
介

護
支

援
事

業
者

、

指
定

介
護
予

防
支
援

事
業

者
（

法
第

58
条

第
１
項

に
規

定
す

る
指

定
介

護
予

防
支
援
事
業

者
を

い
う

。
以

下
同

じ
。
）
、

介
護

保
険

施
設

、
障

害
者

の
日

常
生

活
及

び
社

会
生

活
を

総
合

的
に

支
援

す
る

た
め

の
法

律
（

平
成

1
7年

法
律

第

12
3号

）
第
51

条
の
1
7第

１
項
第

１
号

に
規

定
す
る

指
定

特
定

相
談

支
援

事
業

者
等

と
の
連

携
に

努
め

な
け
れ

ば
な

ら
な

い
。
 

５
 

指
定

居
宅

介
護

支
援

事
業

者
は

、
利

用
者

の
人

権
の

擁
護

、
虐

待
の

防
止

等
の

た
め

、
必

要
な

体
制

の
整

備
を

行
う

と
と
も

に
、
そ

の
従

業
者

に
対

し
、

研
修
を

実
施
す
る

等
の

措
置

を
講
じ

な
け
れ

ば
な

ら
な
い

。
 

６
 

指
定
居

宅
介
護

支
援

事
業

者
は

、
指

定
居

宅
介
護

支
援

を
提

供
す

る
に
あ

た
っ
て

は
、
法

第
11

8条
の

２
第

１
項

に
規

定
す

る
介

護
保

険
等

関
連

情
報

そ
の

他
必

要
な

情
報

を
活

用
し

、
適

切
か

つ
有

効
に

行
う

よ
う

努
め

な
け

れ

ば
な

ら
な
い

。
 

７
 

法
第

79
条

第
２

項
第

１
号

に
規

定
す

る
条

例
で

定
め
る

者
は

、
法

人
と
す

る
。
 

第
２

章
 
人

員
に

関
す

る
基
準

 

（
従

業
者
の

員
数
）

 

第
３

条
 

指
定

居
宅

介
護

支
援

事
業

者
は

、
当

該
指

定
に

係
る

事
業

所
（

以
下

「
指

定
居

宅
介

護
支

援
事

業
所

」
と

い
う

。
）

ご
と

に
１

以
上

の
員

数
の

指
定

居
宅

介
護

支
援

の
提

供
に

あ
た

る
介

護
支

援
専

門
員

で
あ

っ
て

常
勤

で

あ
る

も
の
を

置
か
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

 

２
 

前
項

に
規

定
す

る
員

数
の

基
準

は
、

利
用

者
の

数
（

当
該

指
定

居
宅

介
護

支
援

事
業

者
が

指
定

介
護

予
防

支
援

事
業

者
の
指

定
を
併

せ
て

受
け

、
又

は
法

第
11

5条
の

2
3第

３
項

の
規
定

に
よ

り
地

域
包
括

支
援

セ
ン

タ
ー
の

設
置

者
で

あ
る

指
定

介
護

予
防

支
援

事
業

者
か

ら
委

託
を

受
け

て
、

当
該

指
定

居
宅

介
護

支
援

事
業

所
に

お
い

て
指

定

介
護

予
防

支
援

（
法

第
58

条
第

１
項

に
規

定
す

る
指

定
介

護
予

防
支

援
を

い
う

。
以

下
こ

の
項

及
び

第
1
4条

第
3
2

号
に

お
い

て
同

じ
。

）
を

行
う

場
合

に
あ

っ
て

は
、

当
該

事
業

所
に

お
け

る
指

定
居

宅
介

護
支

援
の

利
用

者
の

数

に
当

該
事

業
所

に
お

け
る

指
定

介
護

予
防

支
援

の
利

用
者

の
数

に
３

分
の

１
を

乗
じ

た
数

を
加

え
た

数
。

次
項

に

お
い

て
同
じ

。
）
が

4
4又

は
そ

の
端

数
を

増
す

ご
と

に
１
と

す
る

。
 

３
 

前
項

の
規

定
に

か
か

わ
ら

ず
、

指
定

居
宅

介
護

支
援

事
業

所
が

、
公

益
社

団
法

人
国

民
健

康
保

険
中

央
会

（
昭

和
34

年
１

月
１

日
に

社
団

法
人

国
民

健
康

保
険

中
央

会
と

い
う

名
称

で
設

立
さ

れ
た

法
人

を
い

う
。

）
が

運
用

及

び
管

理
を

行
う

指
定

居
宅

介
護

支
援

事
業

者
及

び
指

定
居

宅
サ

ー
ビ

ス
事

業
者

等
の

使
用

に
係

る
電

子
計

算
機

と

接
続

さ
れ

た
居

宅
サ

ー
ビ

ス
計

画
の

情
報

の
共

有
等

の
た

め
の

情
報

処
理

シ
ス

テ
ム

を
利

用
し

、
か

つ
、

事
務

職
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員
を

配
置

し
て

い
る

場
合

に
お

け
る

第
１

項
に

規
定

す
る

員
数

の
基

準
は

、
利

用
者

の
数

が
4
9又

は
そ

の
端

数
を

増
す

ご
と
に

１
と
す

る
。

 

（
管

理
者
）
 

第
４

条
 

指
定

居
宅

介
護

支
援

事
業

者
は

、
指

定
居

宅
介

護
支

援
事

業
所

ご
と

に
常

勤
の

管
理

者
を

置
か

な
け

れ
ば

な
ら

な
い
。
 

２
 

前
項
に

規
定
す

る
管

理
者

は
、
介

護
保

険
法
施

行
規

則
（

平
成

1
1年

厚
生

省
令

第
3
6号

）
第

14
0条

の
66
第

１
号

イ
(３

)
に

規
定

す
る

主
任

介
護

支
援

専
門

員
（

以
下

こ
の

項
及

び
付

則
第

２
項

に
お

い
て

「
主

任
介

護
支

援
専

門

員
」

と
い

う
。

）
で

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
た

だ
し

、
主

任
介

護
支

援
専

門
員

の
確

保
が

著
し

く
困

難
で

あ
る

等

や
む

を
得

な
い

理
由

が
あ

る
場

合
に

つ
い

て
は

、
介

護
支

援
専

門
員

（
主

任
介

護
支

援
専

門
員

を
除

く
。

）
を

前

項
に

規
定
す

る
管
理

者
と

す
る

こ
と

が
で

き
る
。
 

３
 

第
１

項
に

規
定

す
る

管
理

者
は

、
専

ら
そ

の
職

務
に

従
事

す
る

者
で

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
た

だ
し

、
次

の
各

号
の

い
ず
れ

か
に
該

当
す

る
場

合
は

、
こ

の
限
り

で
な
い
。

 

(１
)
 

管
理

者
が
そ

の
管

理
す

る
指

定
居

宅
介

護
支

援
事
業

所
の

介
護

支
援
専

門
員
の

職
務

に
従
事

す
る
場

合
 

(２
)
 

管
理

者
が

他
の

事
業
所

の
職

務
に

従
事

す
る

場
合

（
そ

の
管

理
す

る
指

定
居

宅
介

護
支

援
事

業
所

の
管

理

に
支

障
が
な

い
場

合
に

限
る
。

）
 

第
３

章
 
運

営
に

関
す

る
基
準

 

（
内

容
及
び

手
続
の

説
明

及
び

同
意

）
 

第
５

条
 

指
定

居
宅

介
護

支
援

事
業

者
は

、
指

定
居

宅
介

護
支

援
の

提
供

の
開

始
に

際
し

、
あ

ら
か

じ
め

、
利

用
申

込
者

又
は

そ
の

家
族

に
対

し
、

第
1
9条

に
規

定
す

る
運

営
規

程
の

概
要

そ
の

他
の

利
用
申

込
者

の
サ

ー
ビ

ス
の

選

択
に

資
す

る
と

認
め

ら
れ

る
重

要
事

項
を

記
し

た
文

書
を

交
付

し
て

説
明

を
行

い
、

当
該

提
供

の
開

始
に

つ
い

て

利
用

申
込
者

の
同
意

を
得

な
け

れ
ば

な
ら

な
い
。
 

２
 

指
定

居
宅

介
護

支
援

事
業

者
は

、
指

定
居

宅
介

護
支

援
の

提
供

の
開

始
に

際
し

、
あ

ら
か

じ
め

、
利

用
者

又
は

そ
の

家
族

に
対

し
、

居
宅

サ
ー

ビ
ス

計
画

が
第

２
条

に
規

定
す

る
基

本
方

針
及

び
利

用
者

の
希

望
に

基
づ

き
作

成

さ
れ

る
も

の
で

あ
り

、
利

用
者

は
複

数
の

指
定

居
宅

サ
ー

ビ
ス

事
業

者
等

を
紹

介
す

る
よ

う
求

め
る

こ
と

が
で

き

る
こ

と
等
に

つ
き
説

明
を

行
い

、
理

解
を

得
な
け

れ
ば
な
ら

な
い

。
 

３
 

指
定

居
宅

介
護

支
援

事
業

者
は

、
指

定
居

宅
介

護
支

援
の

提
供

の
開

始
に

際
し

、
あ

ら
か

じ
め

、
利

用
者

又
は

そ
の

家
族

に
対

し
、

前
６

月
間

に
当

該
指

定
居

宅
介

護
支

援
事

業
所

に
お

い
て

作
成

さ
れ

た
居

宅
サ

ー
ビ

ス
計

画

の
総

数
の

う
ち

に
訪

問
介

護
、

通
所

介
護

、
福

祉
用

具
貸

与
及

び
地

域
密

着
型

通
所

介
護

（
以

下
こ

の
項

に
お

い

て
「

訪
問

介
護

等
」

と
い

う
。

）
が

そ
れ

ぞ
れ

位
置

付
け

ら
れ

た
居

宅
サ

ー
ビ

ス
計

画
の

数
が

占
め

る
割

合
及

び

前
６

月
間

に
当

該
指

定
居

宅
介

護
支

援
事

業
所

に
お

い
て

作
成

さ
れ

た
居

宅
サ

ー
ビ

ス
計

画
に

位
置

付
け

ら
れ

た

4
/
1
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訪
問

介
護

等
ご

と
の

回
数

の
う

ち
に

同
一

の
指

定
居

宅
サ

ー
ビ

ス
事

業
者

又
は

指
定

地
域

密
着

型
サ

ー
ビ

ス
事

業

者
に

よ
っ

て
提

供
さ

れ
た

も
の

が
占

め
る

割
合

に
つ

き
説

明
を

行
い

、
理

解
を

得
る

よ
う

努
め

な
け

れ
ば

な
ら

な

い
。
 

４
 

指
定

居
宅

介
護

支
援

事
業

者
は

、
指

定
居

宅
介

護
支

援
の

提
供

の
開

始
に

際
し

、
あ

ら
か

じ
め

、
利

用
者

又
は

そ
の

家
族

に
対

し
、

利
用

者
に

つ
い

て
、

病
院

又
は

診
療

所
に

入
院

す
る

必
要

が
生

じ
た

場
合

に
は

、
当

該
利

用

者
に

係
る

介
護

支
援

専
門

員
の

氏
名

及
び

連
絡

先
を

当
該

病
院

又
は

診
療

所
に

伝
え

る
よ

う
求

め
な

け
れ

ば
な

ら

な
い

。
 

５
 

指
定

居
宅

介
護

支
援

事
業

者
は

、
利

用
申

込
者

又
は

そ
の

家
族

か
ら

の
申

出
が

あ
っ

た
場

合
に

は
、

第
１

項
の

規
定

に
よ

る
文

書
の

交
付

に
代

え
て

、
第

８
項

で
定

め
る

と
こ

ろ
に

よ
り

、
当

該
利

用
申

込
者

又
は

そ
の

家
族

の

承
諾

を
得

て
、

当
該

文
書

に
記

す
べ

き
重

要
事

項
を

電
子

情
報

処
理

組
織

を
使

用
す

る
方

法
そ

の
他

の
情

報
通

信

の
技

術
を

利
用

す
る

方
法

で
あ

っ
て

次
に

掲
げ

る
も

の
（

以
下

こ
の

条
に

お
い

て
「

電
磁

的
方

法
」

と
い

う
。

）

に
よ

り
提

供
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

こ
の

場
合

に
お

い
て

、
当

該
指

定
居

宅
介

護
支

援
事

業
者

は
、

当
該

文
書

を

交
付

し
た
も

の
と
み

な
す

。
 

(１
)
 

電
子

情
報
処

理
組

織
を

使
用

す
る

方
法

の
う

ち
ア
又

は
イ

に
掲

げ
る
も

の
 

ア
 

指
定

居
宅

介
護

支
援

事
業

者
の

使
用

に
係

る
電

子
計
算

機
と

利
用

申
込

者
又

は
そ
の

家
族

の
使

用
に

係
る

電
子

計
算

機
と

を
接

続
す

る
電

気
通

信
回

線
を

通
じ

て
送
信

し
、

受
信

者
の

使
用

に
係
る

電
子

計
算

機
に

備

え
ら

れ
た
フ

ァ
イ

ル
に

記
録
す

る
方

法
 

イ
 

指
定

居
宅

介
護

支
援

事
業

者
の

使
用

に
係

る
電

子
計
算

機
に

備
え

ら
れ

た
フ

ァ
イ
ル

に
記

録
さ

れ
た

第
１

項
に

規
定

す
る

重
要

事
項

を
電

気
通

信
回

線
を

通
じ

て
利
用

申
込

者
又

は
そ

の
家

族
の
閲

覧
に

供
し

、
当

該

利
用

申
込

者
又

は
そ

の
家

族
の

使
用

に
係

る
電

子
計

算
機
に

備
え

ら
れ

た
フ

ァ
イ

ル
に
当

該
重

要
事

項
を

記

録
す

る
方

法
（

電
磁

的
方

法
に

よ
る

提
供

を
受

け
る

旨
の
承

諾
又

は
受

け
な

い
旨

の
申
出

を
す

る
場

合
に

あ

っ
て

は
、

指
定

居
宅

介
護

支
援

事
業

者
の

使
用

に
係

る
電
子

計
算

機
に

備
え

ら
れ

た
フ
ァ

イ
ル

に
そ

の
旨

を

記
録

す
る
方

法
）

 

(２
)
 

電
磁

的
記

録
媒

体
（
電

磁
的

記
録

（
電

子
的

方
式

、
磁

気
的

方
式

そ
の

他
人

の
知

覚
に

よ
っ

て
は

認
識

す

る
こ

と
が

で
き

な
い

方
式

で
作

ら
れ

る
記

録
で

あ
っ

て
、
電

子
計

算
機

に
よ

る
情

報
処
理

の
用

に
供

さ
れ

る
も

の
を

い
う

。
第

3
2条

第
１

項
に

お
い

て
同

じ
。

）
に

係
る
記

録
媒

体
を

い
う

。
）

を
も
っ

て
調

製
す

る
フ

ァ
イ

ル
に

第
１
項

に
規

定
す

る
重
要

事
項

を
記

録
し
た

も
の
を

交
付

す
る
方

法
 

６
 

前
項

に
掲

げ
る

方
法

は
、

利
用

申
込

者
又

は
そ

の
家

族
が

フ
ァ

イ
ル

へ
の

記
録

を
出

力
す

る
こ

と
に

よ
り

文
書

を
作

成
す
る

こ
と
が

で
き

る
も

の
で

な
け

れ
ば
な

ら
な
い
。

 

７
 

第
５

項
第

１
号

の
「

電
子

情
報

処
理

組
織

」
と

は
、

指
定

居
宅

介
護

支
援

事
業

者
の

使
用

に
係

る
電

子
計

算
機
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と
利

用
申

込
者

又
は

そ
の

家
族

の
使

用
に

係
る

電
子

計
算

機
と

を
電

気
通

信
回

線
で

接
続

し
た

電
子

情
報

処
理

組

織
を

い
う
。
 

８
 

指
定

居
宅

介
護

支
援

事
業

者
は

、
第

５
項

の
規

定
に

よ
り

第
１

項
に

規
定

す
る

重
要

事
項

を
提

供
し

よ
う

と
す

る
と

き
は

、
あ

ら
か

じ
め

、
当

該
利

用
申

込
者

又
は

そ
の

家
族

に
対

し
、

そ
の

用
い

る
次

に
掲

げ
る

電
磁

的
方

法

の
種

類
及
び

内
容
を

示
し

、
文

書
又

は
電

磁
的
方

法
に
よ
る

承
諾

を
得

な
け
れ

ば
な
ら

な
い

。
 

(１
)
 

第
５

項
各
号

に
規

定
す

る
方

法
の

う
ち

指
定

居
宅
介

護
支

援
事

業
者
が

使
用
す

る
も

の
 

(２
)
 

フ
ァ

イ
ル
へ

の
記

録
の

方
式
 

９
 

前
項

の
規

定
に

よ
る

承
諾

を
得

た
指

定
居

宅
介

護
支

援
事

業
者

は
、

当
該

利
用

申
込

者
又

は
そ

の
家

族
か

ら
文

書
又

は
電

磁
的

方
法

に
よ

り
電

磁
的

方
法

に
よ

る
提

供
を

受
け

な
い

旨
の

申
出

が
あ

っ
た

と
き

は
、

当
該

利
用

申

込
者

又
は
そ

の
家
族

に
対

し
、
第

１
項

に
規

定
す

る
重
要

事
項

を
電
磁

的
方
法

に
よ

っ
て

提
供

し
て

は
な

ら
な

い
。

た
だ

し
、

当
該

利
用

申
込

者
又

は
そ

の
家

族
が

再
び

前
項

の
規

定
に

よ
る

承
諾

を
し

た
場

合
は

、
こ

の
限

り
で

な

い
。
 

（
提

供
拒
否

の
禁
止

）
 

第
６

条
 
指

定
居
宅

介
護

支
援

事
業

者
は

、
正
当

な
理
由
な

く
指

定
居

宅
介
護

支
援

の
提

供
を

拒
ん

で
は

な
ら

な
い
。
 

（
サ

ー
ビ
ス

提
供
困

難
時

の
対

応
）
 

第
７

条
 

指
定

居
宅

介
護

支
援

事
業

者
は

、
当

該
指

定
居

宅
介

護
支

援
事

業
所

の
通

常
の

事
業

の
実

施
地

域
（

当
該

指
定

居
宅

介
護

支
援

事
業

所
が

通
常

時
に

指
定

居
宅

介
護

支
援

を
提

供
す

る
地

域
を

い
う

。
以

下
同

じ
。

）
等

を

勘
案

し
、

利
用

申
込

者
に

対
し

自
ら

適
切

な
指

定
居

宅
介

護
支

援
を

提
供

す
る

こ
と

が
困

難
で

あ
る

と
認

め
る

場

合
は

、
他
の

指
定
居

宅
介

護
支

援
事

業
者

の
紹
介

そ
の
他
の

必
要

な
措

置
を
講

じ
な
け

れ
ば

な
ら
な

い
。
 

（
受

給
資
格

等
の
確

認
）

 

第
８

条
 

指
定

居
宅

介
護

支
援

事
業

者
は

、
指

定
居

宅
介

護
支

援
の

提
供

を
求

め
ら

れ
た

場
合

に
は

、
そ

の
者

の
提

示
す

る
被
保

険
者
証
（

法
第

12
条

第
３
項

の
被
保

険
者

証
を

い
う

。
以

下
同
じ

。
）
に
よ

っ
て

、
被

保
険

者
資

格
、

要
介

護
認
定

の
有
無

及
び

要
介

護
認

定
の

有
効
期

間
を
確
か

め
る

も
の

と
す
る

。
 

（
要

介
護
認

定
の
申

請
に

係
る

援
助

）
 

第
９

条
 

指
定

居
宅

介
護

支
援

事
業

者
は

、
被

保
険

者
の

要
介

護
認

定
に

係
る

申
請

に
つ

い
て

、
利

用
申

込
者

の
意

思
を

踏
ま
え

、
必
要

な
協

力
を

行
わ

な
け

れ
ば
な

ら
な
い
。

 

２
 

指
定

居
宅

介
護

支
援

事
業

者
は

、
指

定
居

宅
介

護
支

援
の

提
供

の
開

始
に

際
し

、
要

介
護

認
定

を
受

け
て

い
な

い
利

用
申

込
者

に
つ

い
て

は
、

要
介

護
認

定
の

申
請

が
既

に
行

わ
れ

て
い

る
か

ど
う

か
を

確
認

し
、

申
請

が
行

わ

れ
て

い
な

い
場

合
は

、
当

該
利

用
申

込
者

の
意

思
を

踏
ま

え
て

速
や

か
に

当
該

申
請

が
行

わ
れ

る
よ

う
必

要
な

援

助
を

行
わ
な

け
れ
ば

な
ら

な
い

。
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３
 

指
定

居
宅

介
護

支
援

事
業

者
は

、
要

介
護

認
定

の
更

新
の

申
請

が
、

遅
く

と
も

当
該

利
用

者
が

受
け

て
い

る
要

介
護

認
定

の
有

効
期

間
の

満
了

日
の

3
0日

前
ま

で
に

は
行

わ
れ

る
よ

う
、

必
要

な
援

助
を

行
わ

な
け

れ
ば

な
ら

な

い
。
 

（
身

分
を
証

す
る
書

類
の

携
行

）
 

第
10

条
 

指
定

居
宅

介
護

支
援

事
業

者
は

、
当

該
指

定
居

宅
介

護
支

援
事

業
所

の
介

護
支

援
専

門
員

に
身

分
を

証
す

る
書

類
を

携
行

さ
せ

、
初

回
訪

問
時

及
び

利
用

者
又

は
そ

の
家

族
か

ら
求

め
ら

れ
た

と
き

は
、

こ
れ

を
提

示
す

べ

き
旨

を
指
導

し
な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
 

（
利

用
料
等

の
受
領

）
 

第
11

条
 

指
定

居
宅

介
護

支
援

事
業

者
は

、
指

定
居

宅
介

護
支

援
（

法
第

46
条

第
４

項
の

規
定

に
基

づ
き

居
宅

介
護

サ
ー

ビ
ス

計
画

費
（

同
条

第
２

項
に

規
定

す
る

居
宅

介
護

サ
ー

ビ
ス

計
画

費
を

い
う

。
以

下
同

じ
。

）
が

当
該

指

定
居

宅
介

護
支

援
事

業
者

に
支

払
わ

れ
る

場
合

に
係

る
も

の
を

除
く

。
）

を
提

供
し

た
際

に
そ

の
利

用
者

か
ら

支

払
を

受
け

る
利

用
料

（
居

宅
介

護
サ

ー
ビ

ス
計

画
費

の
支

給
の

対
象

と
な

る
費

用
に

係
る

対
価

を
い

う
。

以
下

同

じ
。

）
の

額
と

居
宅

介
護

サ
ー

ビ
ス

計
画

費
の

額
と

の
間

に
、

不
合

理
な

差
額

が
生

じ
な

い
よ

う
に

し
な

け
れ

ば

な
ら

な
い
。
 

２
 

指
定

居
宅

介
護

支
援

事
業

者
は

、
前

項
の

利
用

料
の

ほ
か

、
利

用
者

の
選

定
に

よ
り

通
常

の
事

業
の

実
施

地
域

以
外

の
地

域
の

居
宅

を
訪

問
し

て
指

定
居

宅
介

護
支

援
を

行
う

場
合

に
は

、
そ

れ
に

要
し

た
交

通
費

の
支

払
を

利

用
者

か
ら
受

け
る
こ

と
が

で
き

る
。
 

３
 

指
定

居
宅

介
護

支
援

事
業

者
は

、
前

項
の

交
通

費
の

額
に

係
る

サ
ー

ビ
ス

の
提

供
に

あ
た

っ
て

は
、

あ
ら

か
じ

め
、

利
用

者
又

は
そ

の
家

族
に

対
し

、
当

該
サ

ー
ビ

ス
の

内
容

及
び

費
用

に
つ

い
て

説
明

を
行

い
、

利
用

者
の

同

意
を

得
な
け

れ
ば
な

ら
な

い
。

 

（
保

険
給
付

の
請
求

の
た

め
の

証
明

書
の

交
付
）
 

第
12

条
 

指
定

居
宅

介
護

支
援

事
業

者
は

、
提

供
し

た
指

定
居

宅
介

護
支

援
に

つ
い

て
前

条
第

１
項

の
利

用
料

の
支

払
を

受
け

た
場

合
は

、
当

該
利

用
料

の
額

等
を

記
載

し
た

指
定

居
宅

介
護

支
援

提
供

証
明

書
を

利
用

者
に

対
し

て

交
付

し
な
け

れ
ば
な

ら
な

い
。

 

（
指

定
居
宅

介
護
支

援
の

基
本

取
扱

方
針

）
 

第
13

条
 

指
定

居
宅

介
護

支
援

は
、

利
用

者
の

要
介

護
状

態
の

軽
減

又
は

悪
化

の
防

止
に

資
す

る
よ

う
行

わ
れ

る
と

と
も

に
、
医

療
サ
ー

ビ
ス

と
の

連
携

に
十

分
配
慮

し
て
行
わ

れ
な

け
れ

ば
な
ら

な
い
。

 

２
 

指
定

居
宅

介
護

支
援

事
業

者
は

、
自

ら
そ

の
提

供
す

る
指

定
居

宅
介

護
支

援
の

質
の

評
価

を
行

い
、

常
に

そ
の

改
善

を
図
ら

な
け
れ

ば
な

ら
な

い
。
 

（
指

定
居
宅

介
護
支

援
の

具
体

的
取

扱
方

針
）
 

資料編 24
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第
14

条
 

指
定

居
宅

介
護

支
援

の
方

針
は

、
第

２
条

に
規

定
す

る
基

本
方

針
及

び
前

条
に

規
定

す
る

基
本

取
扱

方
針

に
基

づ
き
、

次
に
掲

げ
る

と
こ

ろ
に

よ
る

も
の
と

す
る
。
 

(１
)
 

指
定

居
宅

介
護

支
援
事

業
所

の
管

理
者

は
、

介
護

支
援

専
門

員
に

居
宅

サ
ー

ビ
ス

計
画

の
作

成
に

関
す

る

業
務

を
担
当

さ
せ

る
も

の
と
す

る
。

 

(２
)
 

指
定

居
宅

介
護

支
援
の

提
供

に
あ

た
っ

て
は

、
懇

切
丁

寧
に

行
う

こ
と

を
旨

と
し

、
利

用
者

又
は

そ
の

家

族
に

対
し
、

サ
ー

ビ
ス

の
提
供

方
法

等
に

つ
い
て

、
理
解

し
や

す
い
よ

う
に
説

明
を

行
う

も
の

と
す

る
。

 

(３
)
 

指
定

居
宅

介
護

支
援
の

提
供

に
あ

た
っ

て
は

、
当

該
利

用
者

又
は

他
の

利
用

者
等

の
生

命
又

は
身

体
を

保

護
す

る
た

め
緊

急
や

む
を

得
な

い
場

合
を

除
き

、
身

体
的
拘

束
そ

の
他

利
用

者
の

行
動
を

制
限

す
る

行
為

（
以

下
「

身
体
的

拘
束

等
」

と
い
う

。
）

を
行

っ
て
は

な
ら
な

い
。
 

(４
)
 

前
号

の
身

体
的

拘
束
等

を
行

う
場

合
に

は
、

そ
の

態
様

及
び

時
間

、
そ

の
際

の
利

用
者

の
心

身
の

状
況

並

び
に

緊
急
や

む
を

得
な

い
理
由

を
記

録
し

な
け
れ

ば
な
ら

な
い

。
 

(５
)
 

介
護

支
援

専
門

員
は
、

居
宅

サ
ー

ビ
ス

計
画

の
作

成
に

あ
た

っ
て

は
、

利
用

者
の

自
立

し
た

日
常

生
活

の

支
援

を
効

果
的

に
行

う
た

め
、

利
用

者
の

心
身

又
は

家
族
の

状
況

等
に

応
じ

、
継

続
的
か

つ
計

画
的

に
指

定
居

宅
サ

ー
ビ
ス

等
の

利
用

が
行
わ

れ
る

よ
う

に
し
な

け
れ
ば

な
ら

な
い
。
 

(６
)
 

介
護

支
援

専
門

員
は
、

居
宅

サ
ー

ビ
ス

計
画

の
作

成
に

あ
た

っ
て

は
、

利
用

者
の

日
常

生
活

全
般

を
支

援

す
る

観
点

か
ら

、
介

護
給

付
等

対
象

サ
ー

ビ
ス

（
法

第
24
条

第
２

項
に

規
定

す
る

介
護
給

付
等

対
象

サ
ー

ビ
ス

を
い

う
。

以
下

同
じ

。
）

以
外

の
保

健
医

療
サ

ー
ビ

ス
又
は

福
祉

サ
ー

ビ
ス

、
当

該
地
域

の
住

民
に

よ
る

自
発

的
な

活
動

に
よ

る
サ

ー
ビ

ス
等

の
利

用
も

含
め

て
居

宅
サ
ー

ビ
ス

計
画

上
に

位
置

付
け
る

よ
う

努
め

な
け

れ
ば

な
ら

な
い
。

 

(７
)
 

介
護

支
援

専
門

員
は
、

居
宅

サ
ー

ビ
ス

計
画

の
作

成
の

開
始

に
あ

た
っ

て
は

、
利

用
者

に
よ

る
サ

ー
ビ

ス

の
選

択
に

資
す

る
よ

う
、

当
該

地
域

に
お

け
る

指
定

居
宅
サ

ー
ビ

ス
事

業
者

等
に

関
す
る

サ
ー

ビ
ス

の
内

容
、

利
用

料
等
の

情
報

を
適

正
に
利

用
者

又
は

そ
の
家

族
に
対

し
て

提
供
す

る
も
の

と
す

る
。

 

(８
)
 

介
護

支
援

専
門

員
は
、

居
宅

サ
ー

ビ
ス

計
画

の
作

成
に

あ
た

っ
て

は
、

適
切

な
方

法
に

よ
り

、
利

用
者

に

つ
い

て
、

そ
の

有
す

る
能

力
、

既
に

提
供

を
受

け
て

い
る
指

定
居

宅
サ

ー
ビ

ス
等

の
そ
の

置
か

れ
て

い
る

環
境

等
の

評
価

を
通

じ
て

利
用

者
が

現
に

抱
え

る
問

題
点

を
明
ら

か
に

し
、

利
用

者
が

自
立
し

た
日

常
生

活
を

営
む

こ
と

が
で
き

る
よ

う
に

支
援
す

る
う

え
で

解
決
す

べ
き
課

題
を

把
握
し

な
け
れ

ば
な

ら
な

い
。
 

(９
)
 

介
護

支
援
専

門
員

は
、
前

号
に

規
定
す

る
解
決

す
べ

き
課

題
の

把
握
（

以
下
「

ア
セ

ス
メ
ン

ト
」
と

い
う

。
）

に
あ

た
っ
て

は
、
利

用
者

の
居

宅
を

訪
問

し
、
利

用
者

及
び

そ
の

家
族

に
面
接

し
て
行
わ

な
け

れ
ば

な
ら
な

い
。

こ
の

場
合

に
お

い
て

、
介

護
支

援
専

門
員

は
、

面
接

の
趣
旨

を
利

用
者

及
び

そ
の

家
族
に

対
し

て
十

分
に

説
明

し
、

理
解
を

得
な

け
れ

ば
な
ら

な
い

。
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(1
0)

 
介

護
支

援
専

門
員

は
、

利
用

者
の

希
望

及
び

利
用

者
に

つ
い

て
の

ア
セ

ス
メ

ン
ト

の
結

果
に

基
づ

き
、

利

用
者

の
家

族
の

希
望

及
び

当
該

地
域

に
お

け
る

指
定

居
宅
サ

ー
ビ

ス
等

が
提

供
さ

れ
る
体

制
を

勘
案

し
て

、
当

該
ア

セ
ス

メ
ン

ト
に

よ
り

把
握

さ
れ

た
解

決
す

べ
き

課
題
に

対
応

す
る

た
め

の
最

も
適
切

な
サ

ー
ビ

ス
の

組
合

せ
に

つ
い

て
検

討
し

、
利

用
者

及
び

そ
の

家
族

の
生

活
に
対

す
る

意
向

、
総

合
的

な
援
助

の
方

針
、

生
活

全
般

の
解

決
す

べ
き

課
題

、
提

供
さ

れ
る

サ
ー

ビ
ス

の
目

標
及
び

そ
の

達
成

時
期

、
サ

ー
ビ
ス

の
種

類
、

内
容

及
び

利
用

料
並

び
に

サ
ー

ビ
ス

を
提

供
す

る
う

え
で

の
留

意
事
項

等
を

記
載

し
た

居
宅

サ
ー
ビ

ス
計

画
の

原
案

を
作

成
し

な
け
れ

ば
な

ら
な

い
。
 

(1
1)

 
介

護
支

援
専

門
員

は
、

サ
ー

ビ
ス

担
当

者
会

議
（

介
護

支
援

専
門

員
が

居
宅

サ
ー

ビ
ス

計
画

の
作

成
の

た

め
に

、
利

用
者

及
び

そ
の

家
族

の
参

加
を

基
本

と
し

つ
つ
、

居
宅

サ
ー

ビ
ス

計
画

の
原
案

に
位

置
付

け
た

指
定

居
宅

サ
ー

ビ
ス

等
の

担
当

者
（

以
下

こ
の

条
に

お
い

て
「
担

当
者

」
と

い
う

。
）

を
招
集

し
て

行
う

会
議

（
テ

レ
ビ

電
話

装
置

そ
の

他
の

情
報

通
信

機
器

（
以

下
「

テ
レ
ビ

電
話

装
置

等
」

と
い

う
。
）

を
活

用
し

て
行

う
こ

と
が

で
き

る
も

の
と

す
る

。
た

だ
し

、
利

用
者

又
は

そ
の
家

族
（

以
下

こ
の

号
に

お
い
て

「
利

用
者

等
」

と
い

う
。

）
が

参
加

す
る

場
合

に
あ

っ
て

は
、

テ
レ

ビ
電

話
装
置

等
の

活
用

に
つ

い
て

当
該
利

用
者

等
の

同
意

を
得

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
）

を
い

う
。

以
下

同
じ

。
）

の
開
催

に
よ

り
、

利
用

者
の

状
況
等

に
関

す
る

情
報

を
担

当
者

と
共

有
す

る
と

と
も

に
、

当
該

居
宅

サ
ー

ビ
ス

計
画
の

原
案

の
内

容
に

つ
い

て
、
担

当
者

か
ら

、
専

門
的

な
見

地
か

ら
の

意
見

を
求

め
る

も
の

と
す

る
。

た
だ

し
、
利

用
者

（
末

期
の

悪
性

腫
瘍
の

患
者

に
限

る
。

）
の

心
身

の
状
況

等
に

よ
り
、
主

治
の

医
師
又

は
歯
科

医
師
（
以
下

こ
の

条
に

お
い

て
「

主
治

の
医

師
等

」
と

い
う
。
）

の
意

見
を

勘
案

し
て

必
要

と
認

め
る

場
合

そ
の

他
の

や
む
を

得
な

い
理

由
が

あ
る

場
合
に

つ
い

て
は

、
担

当
者

に
対

す
る
照

会
等

に
よ

り
意
見

を
求

め
る

こ
と
が

で
き
る

も
の

と
す
る

。
 

(1
2)

 
介

護
支

援
専

門
員

は
、

居
宅

サ
ー

ビ
ス

計
画

の
原

案
に

位
置

付
け

た
指

定
居

宅
サ

ー
ビ

ス
等

に
つ

い
て

、

保
険

給
付

の
対

象
と

な
る

か
ど

う
か

を
区

分
し

た
う

え
で
、

当
該

居
宅

サ
ー

ビ
ス

計
画
の

原
案

の
内

容
に

つ
い

て
利

用
者
又

は
そ

の
家

族
に
対

し
て

説
明

し
、
文

書
に
よ

り
利

用
者
の

同
意
を

得
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

 

(1
3)

 
介

護
支

援
専

門
員

は
、

居
宅

サ
ー

ビ
ス

計
画

を
作

成
し

た
際

に
は

、
当

該
居

宅
サ

ー
ビ

ス
計

画
を

利
用

者

及
び

担
当
者

に
交

付
し

な
け
れ

ば
な

ら
な

い
。
 

(1
4)

 
介

護
支

援
専

門
員

は
、

居
宅

サ
ー

ビ
ス

計
画

に
位

置
付

け
た

指
定

居
宅

サ
ー

ビ
ス

事
業

者
等

に
対

し
て

、

訪
問

介
護
計

画
（

東
京

都
指
定

居
宅

サ
ー

ビ
ス
等

の
事
業

の
人

員
、
設

備
及
び

運
営

の
基

準
に

関
す

る
条

例
（

平

成
2
4年

東
京

都
条

例
第

1
1
1号

。
以

下
「

都
条
例

」
と

い
う

。
）
第

28
条

第
１

項
に
規
定

す
る

訪
問

介
護
計

画
を

い
う

。
）
等

都
条

例
に

お
い
て

位
置

付
け

ら
れ
て

い
る
計

画
の

提
出
を

求
め
る

も
の

と
す

る
。
 

(1
5)

 
介

護
支

援
専

門
員

は
、

居
宅

サ
ー

ビ
ス

計
画

の
作

成
後

、
居

宅
サ

ー
ビ

ス
計

画
の

実
施

状
況

の
把

握
（

利

用
者

に
つ

い
て

の
継

続
的

な
ア

セ
ス

メ
ン

ト
を

含
む

。
）
を

行
い

、
必

要
に

応
じ

て
居
宅

サ
ー

ビ
ス

計
画

の
変
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更
、

指
定
居

宅
サ

ー
ビ

ス
事
業

者
等

と
の

連
絡
調

整
そ
の

他
の

便
宜
の

提
供
を

行
う

も
の

と
す

る
。

 

(1
6)

 
介

護
支

援
専

門
員

は
、

指
定

居
宅

サ
ー

ビ
ス

事
業

者
等

か
ら

利
用

者
に

係
る

情
報

の
提

供
を

受
け

た
と

き

そ
の

他
必

要
と

認
め

る
と

き
は

、
利

用
者

の
服

薬
状

況
、
口

腔
(く

う
)
機

能
そ

の
他

の
利

用
者

の
心

身
又

は
生

活
の

状
況

に
係

る
情

報
の

う
ち

必
要

と
認

め
る

も
の

を
、
利

用
者

の
同

意
を

得
て

主
治
の

医
師

等
又

は
薬

剤
師

に
提

供
す
る

も
の

と
す

る
。
 

(1
7)

 
介

護
支

援
専

門
員

は
、

第
1
5号

に
規

定
す

る
実

施
状

況
の

把
握

（
以

下
「

モ
ニ
タ

リ
ン

グ
」

と
い

う
。

）

に
あ

た
っ

て
は

、
利

用
者

及
び

そ
の

家
族

、
指

定
居

宅
サ
ー

ビ
ス

事
業

者
等

と
の

連
絡
を

継
続

的
に

行
う

こ
と

と
し

、
特
段

の
事

情
の

な
い
限

り
、

次
に

定
め
る

と
こ
ろ

に
よ

り
行
わ

な
け
れ

ば
な

ら
な

い
。
 

ア
 

少
な
く

と
も

１
月

に
１
回

、
利

用
者

に
面
接

す
る
こ

と
。
 

イ
 

ア
の

規
定

に
よ

る
面

接
は

、
利

用
者

の
居

宅
を

訪
問
す

る
こ

と
に

よ
っ

て
行

う
こ
と

。
た

だ
し

、
次

の
い

ず
れ

に
も

該
当

す
る

場
合

で
あ

っ
て

、
少

な
く

と
も

２
月
に

１
回

、
利

用
者

の
居

宅
を
訪

問
し

、
利

用
者

に

面
接

す
る

と
き

は
、

利
用

者
の

居
宅

を
訪

問
し

な
い

月
に
お

い
て

は
、

テ
レ

ビ
電

話
装
置

等
を

活
用

し
て

、

利
用

者
に
面

接
す

る
こ

と
が
で

き
る

も
の

と
す
る

。
 

(
ア

) 
テ

レ
ビ

電
話

装
置

等
を

活
用

し
て

面
接

を
行

う
こ

と
に

つ
い

て
、

文
書

に
よ

り
利

用
者

の
同

意
を

得

て
い

る
こ
と

。
 

(
イ

) 
サ

ー
ビ

ス
担

当
者

会
議

等
に

お
い

て
、

次
に

掲
げ

る
事

項
に

つ
い

て
主

治
の

医
師

、
担

当
者

そ
の

他

の
関

係
者
の

合
意

を
得

て
い
る

こ
と

。
 

Ａ
 

利
用
者

の
心

身
の

状
況
が

安
定

し
て

い
る
こ

と
。
 

Ｂ
 

利
用
者

が
テ

レ
ビ

電
話
装

置
等

を
活

用
し
て

意
思
疎

通
を

行
う
こ

と
が
で

き
る

こ
と

。
 

Ｃ
 

介
護

支
援

専
門

員
が

、
テ

レ
ビ

電
話

装
置

等
を

活
用
し

た
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
で

は
把
握

で
き

な
い

情
報

に
つ

い
て

、
担

当
者

か
ら
提

供
を

受
け
る

こ
と
。

 

ウ
 

少
な
く

と
も

１
月

に
１
回

、
モ

ニ
タ

リ
ン
グ

の
結
果

を
記

録
す
る

こ
と
。

 

(1
8)

 
介

護
支

援
専

門
員

は
、

次
に

掲
げ

る
場

合
に

お
い

て
は

、
サ

ー
ビ

ス
担

当
者

会
議

の
開

催
に

よ
り

、
居

宅

サ
ー

ビ
ス

計
画

の
変

更
の

必
要

性
に

つ
い

て
、

担
当

者
か
ら

、
専

門
的

な
見

地
か

ら
の
意

見
を

求
め

る
も

の
と

す
る

。
た

だ
し

、
や

む
を

得
な

い
理

由
が

あ
る

場
合

に
つ
い

て
は

、
担

当
者

に
対

す
る
照

会
等

に
よ

り
意

見
を

求
め

る
こ
と

が
で

き
る

も
の
と

す
る

。
 

ア
 

要
介
護

認
定

を
受

け
て
い

る
利

用
者

が
法
第

2
8条

第
２

項
に

規
定

す
る
要

介
護

更
新

認
定

を
受

け
た

場
合
 

イ
 

要
介

護
認

定
を

受
け

て
い

る
利

用
者

が
法

第
29

条
第
１

項
に

規
定

す
る

要
介

護
状
態

区
分

の
変

更
の

認
定

を
受

け
た
場

合
 

(1
9)

 
第

５
号

か
ら

第
14

号
ま

で
の

規
定

は
、

第
1
5号

に
規

定
す

る
居

宅
サ

ー
ビ

ス
計
画

の
変

更
に

つ
い

て
準

用

1
0/
1
9 

す
る

。
 

(2
0)

 
介

護
支

援
専

門
員

は
、

適
切

な
保

健
医

療
サ

ー
ビ

ス
及

び
福

祉
サ

ー
ビ

ス
が

総
合

的
か

つ
効

率
的

に
提

供

さ
れ

た
場

合
に

お
い

て
も

、
利

用
者

が
そ

の
居

宅
に

お
い
て

日
常

生
活

を
営

む
こ

と
が
困

難
と

な
っ

た
と

認
め

る
場

合
又

は
利

用
者

が
介

護
保

険
施

設
へ

の
入

院
又

は
入
所

を
希

望
す

る
場

合
に

は
、
介

護
保

険
施

設
へ

の
紹

介
そ

の
他
の

便
宜

の
提

供
を
行

う
も

の
と

す
る
。
 

(2
1)

 
介

護
支

援
専

門
員

は
、

介
護

保
険

施
設

等
か

ら
退

院
し

、
又

は
退

所
し

よ
う

と
す

る
要

介
護

者
か

ら
依

頼

が
あ

っ
た

場
合

に
は

、
居

宅
に

お
け

る
生

活
へ

円
滑

に
移
行

で
き

る
よ

う
、

あ
ら

か
じ
め

、
居

宅
サ

ー
ビ

ス
計

画
の

作
成
等

の
援

助
を

行
う
も

の
と

す
る

。
 

(2
2)

 
介

護
支

援
専

門
員

は
、

居
宅

サ
ー

ビ
ス

計
画

に
指

定
居

宅
介

護
支

援
等

の
事

業
の

人
員

及
び

運
営

に
関

す

る
基

準
（

平
成

1
1年

厚
生

省
令

第
3
8号

）
第

13
条

第
18

号
の

２
に

規
定

す
る

厚
生

労
働
大

臣
が

定
め

る
回

数
以

上
の

訪
問
介

護
（

同
号

に
規

定
す

る
厚
生

労
働
大

臣
が

定
め

る
も

の
に

限
る

。
以

下
こ
の

号
に

お
い

て
同
じ

。
）

を
位

置
付

け
る

場
合

に
あ

っ
て

は
、

そ
の

利
用

の
妥

当
性
を

検
討

し
、

当
該

居
宅

サ
ー
ビ

ス
計

画
に

訪
問

介
護

が
必

要
な
理

由
を

記
載

す
る
と

と
も

に
、

当
該
居

宅
サ
ー

ビ
ス

計
画
を

市
に
届

け
出

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
 

(2
3)

 
介

護
支

援
専

門
員

は
、

そ
の

勤
務

す
る

指
定

居
宅

介
護

支
援

事
業

所
に

お
い

て
作

成
さ

れ
た

居
宅

サ
ー

ビ

ス
計

画
に

位
置

付
け

ら
れ

た
指

定
居

宅
サ

ー
ビ

ス
等

に
係
る

居
宅

介
護

サ
ー

ビ
ス

費
、
特

例
居

宅
介

護
サ

ー
ビ

ス
費

、
地
域

密
着

型
介

護
サ
ー

ビ
ス

費
及

び
特
例

地
域
密

着
型

介
護
サ

ー
ビ
ス

費
（

以
下

こ
の

号
に

お
い
て
「

サ

ー
ビ

ス
費

」
と

い
う

。
）

の
総

額
が

法
第

43
条

第
２

項
に
規

定
す

る
居

宅
介

護
サ

ー
ビ
ス

費
等

区
分

支
給

限
度

基
準

額
に

占
め

る
割

合
並

び
に

訪
問

介
護

に
係

る
居

宅
介
護

サ
ー

ビ
ス

費
が

サ
ー

ビ
ス
費

の
総

額
に

占
め

る
割

合
が

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

基
準

に
該

当
す

る
場

合
で
あ

っ
て

、
か

つ
、

市
か

ら
の
求

め
が

あ
っ

た
場

合
に

は
、

当
該

指
定

居
宅

介
護

支
援

事
業

所
の

居
宅

サ
ー

ビ
ス
計

画
の

利
用

の
妥

当
性

を
検
討

し
、

当
該

居
宅

サ
ー

ビ
ス

計
画

に
訪

問
介

護
が

必
要

な
理

由
等

を
記

載
す

る
と
と

も
に

、
当

該
居

宅
サ

ー
ビ
ス

計
画

を
市

に
届

け
出

な
け

れ
ば
な

ら
な

い
。
 

(2
4)

 
介

護
支

援
専

門
員

は
、

利
用

者
が

訪
問

看
護

、
通

所
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

等
の

医
療

サ
ー

ビ
ス

の
利

用

を
希

望
し

て
い

る
場

合
そ

の
他

必
要

な
場

合
に

は
、

利
用
者

の
同

意
を

得
て

主
治

の
医
師

等
の

意
見

を
求

め
な

け
れ

ば
な
ら

な
い

。
 

(2
5)

 
前

号
の

場
合

に
お

い
て

、
介

護
支

援
専

門
員

は
、

居
宅

サ
ー

ビ
ス

計
画

を
作

成
し

た
際

に
は

、
当

該
居

宅

サ
ー

ビ
ス
計

画
を

主
治

の
医
師

等
に

交
付

し
な
け

れ
ば
な

ら
な

い
。
 

(2
6)

 
介

護
支

援
専

門
員

は
、

居
宅

サ
ー

ビ
ス

計
画

に
訪

問
看

護
、

通
所

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
等

の
医

療
サ

ー

ビ
ス

を
位

置
付

け
る

場
合

に
あ

っ
て

は
当

該
医

療
サ

ー
ビ
ス

に
係

る
主

治
の

医
師

等
の
指

示
が

あ
る

場
合

に
限

り
こ

れ
を

行
う

も
の

と
し

、
医

療
サ

ー
ビ

ス
以

外
の

指
定
居

宅
サ

ー
ビ

ス
等

を
位

置
付
け

る
場

合
に

あ
っ

て
は
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当
該

指
定

居
宅

サ
ー

ビ
ス

等
に

係
る

主
治

の
医

師
等

の
医
学

的
観

点
か

ら
の

留
意

事
項
が

示
さ

れ
て

い
る

と
き

は
当

該
留
意

点
を

尊
重

し
て
こ

れ
を

行
う

も
の
と

す
る
。

 

(2
7)

 
介

護
支

援
専

門
員

は
、

居
宅

サ
ー

ビ
ス

計
画

に
短

期
入

所
生

活
介

護
又

は
短

期
入

所
療

養
介

護
を

位
置

付

け
る

場
合

に
あ

っ
て

は
、

利
用

者
の

居
宅

に
お

け
る

自
立
し

た
日

常
生

活
の

維
持

に
十
分

に
留

意
す

る
も

の
と

し
、

利
用

者
の

心
身

の
状

況
等

を
勘

案
し

て
特

に
必

要
と
認

め
ら

れ
る

場
合

を
除

き
、
短

期
入

所
生

活
介

護
及

び
短

期
入

所
療

養
介

護
を

利
用

す
る

日
数

が
要

介
護

認
定
の

有
効

期
間

の
お

お
む

ね
半
数

を
超

え
な

い
よ

う
に

し
な

け
れ
ば

な
ら

な
い

。
 

(2
8)

 
介

護
支

援
専

門
員

は
、

居
宅

サ
ー

ビ
ス

計
画

に
福

祉
用

具
貸

与
を

位
置

付
け

る
場

合
に

あ
っ

て
は

、
そ

の

利
用

の
妥

当
性

を
検

討
し

、
当

該
計

画
に

福
祉

用
具

貸
与
が

必
要

な
理

由
を

記
載

す
る
と

と
も

に
、

必
要

に
応

じ
て

随
時

サ
ー

ビ
ス

担
当

者
会

議
を

開
催

し
、

継
続

し
て
福

祉
用

具
貸

与
を

受
け

る
必
要

性
に

つ
い

て
検

証
を

し
た

う
え

で
、

継
続

し
て

福
祉

用
具

貸
与

を
受

け
る

必
要
が

あ
る

場
合

に
は

そ
の

理
由
を

居
宅

サ
ー

ビ
ス

計
画

に
記

載
し
な

け
れ

ば
な

ら
な
い

。
 

(2
9)

 
介

護
支

援
専

門
員

は
、

居
宅

サ
ー

ビ
ス

計
画

に
特

定
福

祉
用

具
販

売
を

位
置

付
け

る
場

合
に

あ
っ

て
は

、

そ
の

利
用

の
妥

当
性

を
検

討
し

、
当

該
計

画
に

特
定

福
祉
用

具
販

売
が

必
要

な
理

由
を
記

載
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
 

(3
0)

 
介

護
支

援
専

門
員

は
、

利
用

者
が

提
示

す
る

被
保

険
者

証
に

、
法

第
73

条
第

２
項

に
規

定
す

る
認

定
審

査

会
意

見
又

は
法

第
3
7条

第
１
項

の
規

定
に

よ
る

指
定

に
係
る

居
宅

サ
ー

ビ
ス

若
し

く
は
地

域
密

着
型

サ
ー

ビ
ス

の
種

類
に

つ
い

て
の

記
載

が
あ

る
場

合
に

は
、

利
用

者
に
そ

の
趣

旨
（

同
項

の
規

定
に
よ

る
指

定
に

係
る

居
宅

サ
ー

ビ
ス

若
し

く
は

地
域

密
着

型
サ

ー
ビ

ス
の

種
類

に
つ

い
て

は
、

そ
の

変
更

の
申

請
が

で
き

る
こ

と
を

含

む
。

）
を

説
明

し
、

理
解

を
得

た
う

え
で

、
そ

の
内

容
に
沿

っ
て

居
宅

サ
ー

ビ
ス

計
画
を

作
成

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。
 

(3
1)

 
介

護
支

援
専

門
員

は
、

要
介

護
認

定
を

受
け

て
い

る
利

用
者

が
要

支
援

認
定

を
受

け
た

場
合

に
は

、
指

定

介
護

予
防
支

援
事

業
者

と
当
該

利
用

者
に

係
る
必

要
な
情

報
を

提
供
す

る
等
の

連
携

を
図

る
も

の
と

す
る

。
 

(3
2)

 
指
定

居
宅
介

護
支

援
事

業
者

は
、
法

第
11

5条
の

23
第

３
項

の
規

定
に

基
づ

き
、
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー

の
設

置
者

で
あ

る
指

定
介

護
予

防
支

援
事

業
者

か
ら

指
定
介

護
予

防
支

援
の

業
務

の
委
託

を
受

け
る

に
あ

た
っ

て
は

、
そ

の
業

務
量

等
を

勘
案

し
、

当
該

指
定

居
宅

介
護
支

援
事

業
者

が
行

う
指

定
居
宅

介
護

支
援

の
業

務
が

適
正

に
実
施

で
き

る
よ

う
配
慮

し
な

け
れ

ば
な
ら

な
い
。

 

(3
3)

 
指
定

居
宅
介

護
支

援
事

業
者

は
、
法

第
11

5条
の

48
第

４
項

の
規

定
に
基

づ
き
、
同

条
第

１
項
に

規
定
す

る

会
議

か
ら

、
同

条
第

２
項

の
検

討
を

行
う

た
め

の
資

料
又
は

情
報

の
提

供
、

意
見

の
開
陳

そ
の

他
必

要
な

協
力

の
求

め
が
あ

っ
た

場
合

に
は
、

こ
れ

に
協

力
す
る

よ
う
努

め
な

け
れ
ば

な
ら
な

い
。

 

1
2/
1
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（
法

定
代
理

受
領
サ

ー
ビ

ス
に

係
る

報
告

）
 

第
15

条
 

指
定

居
宅

介
護

支
援

事
業

者
は

、
毎

月
、

市
（

法
第

41
条

第
10

項
の

規
定

に
よ

り
同

条
第

９
項

の
規

定
に

よ
る

審
査
及

び
支
払

に
関

す
る

事
務

を
国

民
健
康

保
険
団
体

連
合

会
（

国
民

健
康
保

険
法
（

昭
和

33
年
法

律
第

19
2

号
）

第
45

条
第

５
項

に
規

定
す

る
国

民
健

康
保

険
団

体
連

合
会

を
い

う
。

以
下

同
じ

。
）

に
委

託
し

て
い

る
場

合

に
あ

っ
て

は
、

当
該

国
民

健
康

保
険

団
体

連
合

会
）

に
対

し
、

居
宅

サ
ー

ビ
ス

計
画

に
お

い
て

位
置

付
け

ら
れ

て

い
る

指
定

居
宅

サ
ー

ビ
ス

等
の

う
ち

法
定

代
理

受
領

サ
ー

ビ
ス

（
法

第
41

条
第

６
項

の
規

定
に

よ
り

居
宅

介
護

サ

ー
ビ

ス
費

が
利

用
者

に
代

わ
り

当
該

指
定

居
宅

サ
ー

ビ
ス

事
業

者
に

支
払

わ
れ

る
場

合
の

当
該

居
宅

介
護

サ
ー

ビ

ス
費

に
係

る
指

定
居

宅
サ

ー
ビ

ス
を

い
う

。
）

と
し

て
位

置
付

け
た

も
の

に
関

す
る

情
報

を
記

載
し

た
文

書
を

提

出
し

な
け
れ

ば
な
ら

な
い

。
 

２
 

指
定

居
宅

介
護

支
援

事
業

者
は

、
居

宅
サ

ー
ビ

ス
計

画
に

位
置

付
け

ら
れ

て
い

る
基

準
該

当
居

宅
サ

ー
ビ

ス
に

係
る

特
例

居
宅

介
護

サ
ー

ビ
ス

費
の

支
給

に
係

る
事

務
に

必
要

な
情

報
を

記
載

し
た

文
書

を
、

市
（

当
該

事
務

を

国
民

健
康

保
険

団
体

連
合

会
に

委
託

し
て

い
る

場
合

に
あ

っ
て

は
、

当
該

国
民

健
康

保
険

団
体

連
合

会
）

に
対

し

て
提

出
し
な

け
れ
ば

な
ら

な
い

。
 

（
利

用
者
に

対
す
る

居
宅

サ
ー

ビ
ス

計
画

等
の
書

類
の
交
付

）
 

第
16

条
 

指
定

居
宅

介
護

支
援

事
業

者
は

、
利

用
者

が
他

の
居

宅
介

護
支

援
事

業
者

の
利

用
を

希
望

す
る

場
合

、
要

介
護

認
定

を
受

け
て

い
る

利
用

者
が

要
支

援
認

定
を

受
け

た
場

合
そ

の
他

利
用

者
か

ら
の

申
出

が
あ

っ
た

場
合

に

は
、

当
該

利
用

者
に

対
し

、
直

近
の

居
宅

サ
ー

ビ
ス

計
画

及
び

そ
の

実
施

状
況

に
関

す
る

書
類

を
交

付
し

な
け

れ

ば
な

ら
な
い

。
 

（
利

用
者
に

関
す
る

市
へ

の
通

知
）
 

第
17

条
 

指
定

居
宅

介
護

支
援

事
業

者
は

、
指

定
居

宅
介

護
支

援
を

受
け

て
い

る
利

用
者

が
次

の
各

号
の

い
ず

れ
か

に
該

当
す
る

場
合
は

、
遅

滞
な

く
、

意
見

を
付
し

て
そ
の
旨

を
市

に
通

知
し
な

け
れ
ば

な
ら

な
い
。
 

(１
)
 

正
当

な
理

由
な

し
に
介

護
給

付
等

対
象

サ
ー

ビ
ス

の
利

用
に

関
す

る
指

示
に

従
わ

な
い

こ
と

等
に

よ
り

、

要
介

護
状
態

の
程

度
を

増
進
さ

せ
た

と
認

め
ら
れ

る
と
き

。
 

(２
)
 

偽
り

そ
の
他

不
正

の
行

為
に

よ
っ

て
保

険
給

付
の
支

給
を

受
け

、
又
は

受
け
よ

う
と

し
た
と

き
。
 

（
管

理
者
の

責
務
）

 

第
18

条
 

指
定

居
宅

介
護

支
援

事
業

所
の

管
理

者
は

、
当

該
指

定
居

宅
介

護
支

援
事

業
所

の
介

護
支

援
専

門
員

そ
の

他
の

従
業

者
の

管
理

、
指

定
居

宅
介

護
支

援
の

利
用

の
申

込
み

に
係

る
調

整
、

業
務

の
実

施
状

況
の

把
握

そ
の

他

の
管

理
を
一

元
的
に

行
わ

な
け

れ
ば

な
ら

な
い
。
 

２
 

指
定

居
宅

介
護

支
援

事
業

所
の

管
理

者
は

、
当

該
指

定
居

宅
介

護
支

援
事

業
所

の
介

護
支

援
専

門
員

そ
の

他
の

従
業

者
に
こ

の
章
の

規
定

を
遵

守
さ

せ
る

た
め
必

要
な
指
揮

命
令

を
行

う
も
の

と
す
る

。
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（
運

営
規
程

）
 

第
19

条
 

指
定

居
宅

介
護

支
援

事
業

者
は

、
指

定
居

宅
介

護
支

援
事

業
所

ご
と

に
、

事
業

の
運

営
に

つ
い

て
の

重
要

事
項

に
関
す

る
規
程

（
以

下
「

運
営

規
程

」
と
い

う
。
）
と

し
て

次
に

掲
げ
る

事
項
を

定
め

る
も
の

と
す
る

。
 

(１
)
 

事
業

の
目
的

及
び

運
営

の
方

針
 

(２
)
 

職
員

の
職
種

、
員

数
及

び
職

務
内

容
 

(３
)
 

営
業

日
及
び

営
業

時
間

 

(４
)
 

指
定

居
宅
介

護
支

援
の

提
供

方
法

、
内

容
及

び
利
用

料
そ

の
他

の
費
用

の
額
 

(５
)
 

通
常

の
事
業

の
実

施
地

域
 

(６
)
 

虐
待

の
防
止

の
た

め
の

措
置

に
関

す
る

事
項
 

(７
)
 

前
各

号
に
掲

げ
る

も
の

の
ほ

か
、

運
営

に
関

す
る
重

要
事

項
 

（
勤

務
体
制

の
確
保

）
 

第
20

条
 

指
定

居
宅

介
護

支
援

事
業

者
は

、
利

用
者

に
対

し
適

切
な

指
定

居
宅

介
護

支
援

を
提

供
で

き
る

よ
う

、
指

定
居

宅
介

護
支

援
事

業
所

ご
と

に
介

護
支

援
専

門
員

そ
の

他
の

従
業

者
の

勤
務

の
体

制
を

定
め

て
お

か
な

け
れ

ば

な
ら

な
い
。
 

２
 

指
定

居
宅

介
護

支
援

事
業

者
は

、
指

定
居

宅
介

護
支

援
事

業
所

ご
と

に
、

当
該

指
定

居
宅

介
護

支
援

事
業

所
の

介
護

支
援

専
門

員
に

指
定

居
宅

介
護

支
援

の
業

務
を

担
当

さ
せ

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
た

だ
し

、
介

護
支

援
専

門

員
の

補
助
の

業
務
に

つ
い

て
は

、
こ

の
限

り
で
な

い
。
 

３
 

指
定

居
宅

介
護

支
援

事
業

者
は

、
介

護
支

援
専

門
員

の
資

質
の

向
上

の
た

め
に

、
市

が
実

施
す

る
居

宅
サ

ー
ビ

ス
計

画
の

作
成

に
関

す
る

研
修

そ
の

他
そ

の
資

質
の

向
上

に
資

す
る

研
修

の
機

会
を

確
保

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。 

４
 

指
定

居
宅

介
護

支
援

事
業

者
は

、
適

切
な

指
定

居
宅

介
護

支
援

の
提

供
を

確
保

す
る

観
点

か
ら

、
職

場
に

お
い

て
行

わ
れ

る
性

的
な

言
動

又
は

優
越

的
な

関
係

を
背

景
と

し
た

言
動

で
あ

っ
て

業
務

上
必

要
か

つ
相

当
な

範
囲

を

超
え

た
も

の
に

よ
り

介
護

支
援

専
門

員
の

就
業

環
境

が
害

さ
れ

る
こ

と
を

防
止

す
る

た
め

の
方

針
の

明
確

化
等

の

必
要

な
措
置

を
講
じ

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
 

（
業

務
継
続

計
画
の

策
定

等
）

 

第
20

条
の

２
 

指
定

居
宅

介
護

支
援

事
業

者
は

、
感

染
症

や
非

常
災

害
の

発
生

時
に

お
い

て
、

利
用

者
に

対
す

る
指

定
居

宅
介

護
支

援
の

提
供

を
継

続
的

に
実

施
す

る
た

め
の

、
及

び
非

常
時

の
体

制
で

早
期

の
業

務
再

開
を

図
る

た

め
の

計
画

（
以

下
「

業
務

継
続

計
画

」
と

い
う

。
）

を
策

定
し

、
当

該
業

務
継

続
計

画
に

従
い

必
要

な
措

置
を

講

じ
な

け
れ
ば

な
ら
な

い
。

 

２
 

指
定
居

宅
介
護

支
援

事
業

者
は
、
介

護
支

援
専

門
員
に

対
し
、
業

務
継

続
計

画
に
つ

い
て

周
知

す
る

と
と

も
に
、

必
要

な
研
修

及
び
訓

練
を

定
期

的
に

実
施

し
な
け

れ
ば
な
ら

な
い

。
 

1
4/
1
9 

３
 

指
定

居
宅

介
護

支
援

事
業

者
は

、
定

期
的

に
業

務
継

続
計

画
の

見
直

し
を

行
い

、
必

要
に

応
じ

て
業

務
継

続
計

画
の

変
更
を

行
う
も

の
と

す
る

。
 

（
設

備
、
備

品
等
）

 

第
21

条
 

指
定

居
宅

介
護

支
援

事
業

者
は

、
事

業
を

行
う

た
め

に
必

要
な

広
さ

の
区

画
を

有
す

る
と

と
も

に
、

指
定

居
宅

介
護
支

援
の
提

供
に

必
要

な
設

備
、

備
品
等

を
備
え
な

け
れ

ば
な

ら
な
い

。
 

（
従

業
者
の

健
康
管

理
）

 

第
22

条
 

指
定

居
宅

介
護

支
援

事
業

者
は

、
介

護
支

援
専

門
員

の
清

潔
の

保
持

及
び

健
康

状
態

に
つ

い
て

、
必

要
な

管
理

を
行
わ

な
け
れ

ば
な

ら
な

い
。
 

（
感

染
症
の

予
防
及

び
ま

ん
延

の
防

止
の

た
め
の

措
置
）
 

第
22

条
の

２
 

指
定

居
宅

介
護

支
援

事
業

者
は

、
当

該
指

定
居

宅
介

護
支

援
事

業
所

に
お

い
て

感
染

症
が

発
生

し
、

又
は

ま
ん
延

し
な
い

よ
う

に
、

次
に

掲
げ

る
措
置

を
講
じ
な

け
れ

ば
な

ら
な
い

。
 

(１
)
 

当
該

指
定

居
宅

介
護
支

援
事

業
所

に
お

け
る

感
染

症
の

予
防

及
び

ま
ん

延
の

防
止

の
た

め
の

対
策

を
検

討

す
る

委
員

会
（

テ
レ

ビ
電

話
装

置
等

を
活

用
し

て
行

う
こ
と

が
で

き
る

も
の

と
す

る
。
）

を
お

お
む

ね
６

月
に

１
回

以
上
開

催
す

る
と

と
も
に

、
そ

の
結

果
に
つ

い
て
、

介
護

支
援
専

門
員
に

周
知

徹
底

を
図

る
こ

と
。

 

(２
)
 

当
該

指
定

居
宅

介
護
支

援
事

業
所

に
お

け
る

感
染

症
の

予
防

及
び

ま
ん

延
の

防
止

の
た

め
の

指
針

を
整

備

す
る

こ
と
。

 

(３
)
 

当
該

指
定

居
宅

介
護
支

援
事

業
所

に
お

い
て

、
介

護
支

援
専

門
員

に
対

し
、

感
染

症
の

予
防

及
び

ま
ん

延

の
防

止
の
た

め
の

研
修

及
び
訓

練
を

定
期

的
に
実

施
す
る

こ
と

。
 

（
掲

示
）
 

第
23

条
 
指

定
居
宅

介
護

支
援

事
業

者
は

、
指

定
居

宅
介
護

支
援

事
業

所
の

見
や

す
い
場
所

に
、
運

営
規

程
の
概

要
、

介
護

支
援

専
門

員
の

勤
務

の
体

制
そ

の
他

の
利

用
申

込
者

の
サ

ー
ビ

ス
の

選
択

に
資

す
る

と
認

め
ら

れ
る

重
要

事

項
（

以
下
こ

の
条
に

お
い

て
単

に
「

重
要

事
項
」

と
い
う
。

）
を

掲
示

し
な
け

れ
ば
な

ら
な

い
。
 

２
 

指
定

居
宅

介
護

支
援

事
業

者
は

、
重

要
事

項
を

記
載

し
た

書
面

を
当

該
指

定
居

宅
介

護
支

援
事

業
所

に
備

え
付

け
、

か
つ

、
こ

れ
を

い
つ

で
も

関
係

者
に

自
由

に
閲

覧
さ

せ
る

こ
と

に
よ

り
、

同
項

の
規

定
に

よ
る

掲
示

に
代

え

る
こ

と
が
で

き
る
。

 

３
 

指
定
居

宅
介
護

支
援

事
業

者
は
、
原

則
と

し
て

、
重

要
事

項
を

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

に
掲
載

し
な

け
れ

ば
な
ら

な
い
。

 

（
秘

密
保
持

）
 

第
24

条
 

指
定

居
宅

介
護

支
援

事
業

所
の

介
護

支
援

専
門

員
そ

の
他

の
従

業
者

は
、

正
当

な
理

由
が

な
く

、
そ

の
業

務
上

知
り

得
た

利
用

者
又

は
そ

の
家

族
の

秘
密

を
漏

ら
し

て
は

な
ら

な
い

。
そ

の
職

を
退

い
た

後
も

、
同

様
と

す

る
。
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1
5/
1
9 

２
 

指
定
居

宅
介
護

支
援

事
業

者
は
、
介

護
支

援
専

門
員
そ

の
他

の
従

業
者

で
あ

っ
た
者

が
、
正

当
な

理
由

が
な

く
、

そ
の

業
務

上
知

り
得

た
利

用
者

又
は

そ
の

家
族

の
秘

密
を

漏
ら

す
こ

と
の

な
い

よ
う

、
必

要
な

措
置

を
講

じ
な

け

れ
ば

な
ら
な

い
。
 

３
 

指
定

居
宅

介
護

支
援

事
業

者
は

、
サ

ー
ビ

ス
担

当
者

会
議

等
に

お
い

て
、

利
用

者
の

個
人

情
報

を
用

い
る

場
合

は
利

用
者

の
同

意
を

、
利

用
者

の
家

族
の

個
人

情
報

を
用

い
る

場
合

は
当

該
家

族
の

同
意

を
、

あ
ら

か
じ

め
文

書

に
よ

り
得
て

お
か
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

 

（
広

告
）
 

第
25

条
 
指

定
居
宅

介
護

支
援

事
業

者
は

、
指
定

居
宅
介
護

支
援

事
業

所
に
つ

い
て

広
告

を
す

る
場

合
に

お
い

て
は
、

そ
の

内
容
が

虚
偽
又

は
誇

大
な

も
の

と
し

て
は
な

ら
な
い
。

 

（
居

宅
サ
ー

ビ
ス
事

業
者

等
か

ら
の

利
益

収
受
の

禁
止
等
）

 

第
26

条
 

指
定

居
宅

介
護

支
援

事
業

者
及

び
指

定
居

宅
介

護
支

援
事

業
所

の
管

理
者

は
、

居
宅

サ
ー

ビ
ス

計
画

の
作

成
又

は
変

更
に

関
し

、
当

該
指

定
居

宅
介

護
支

援
事

業
所

の
介

護
支

援
専

門
員

に
対

し
て

特
定

の
居

宅
サ

ー
ビ

ス

事
業

者
等
に

よ
る
サ

ー
ビ

ス
を

位
置

付
け

る
べ
き

旨
の
指
示

等
を

行
っ

て
は
な

ら
な
い

。
 

２
 

指
定

居
宅

介
護

支
援

事
業

所
の

介
護

支
援

専
門

員
は

、
居

宅
サ

ー
ビ

ス
計

画
の

作
成

又
は

変
更

に
関

し
、

利
用

者
に

対
し

て
特

定
の

居
宅

サ
ー

ビ
ス

事
業

者
等

に
よ

る
サ

ー
ビ

ス
を

利
用

す
べ

き
旨

の
指

示
等

を
行

っ
て

は
な

ら

な
い

。
 

３
 

指
定

居
宅

介
護

支
援

事
業

者
及

び
指

定
居

宅
介

護
支

援
事

業
所

の
介

護
支

援
専

門
員

そ
の

他
の

従
業

者
は

、
居

宅
サ

ー
ビ

ス
計

画
の

作
成

又
は

変
更

に
関

し
、

利
用

者
に

対
し

て
特

定
の

居
宅

サ
ー

ビ
ス

事
業

者
等

に
よ

る
サ

ー

ビ
ス

を
利

用
さ

せ
る

こ
と

の
対

償
と

し
て

、
当

該
居

宅
サ

ー
ビ

ス
事

業
者

等
か

ら
金

品
そ

の
他

の
財

産
上

の
利

益

を
収

受
し
て

は
な
ら

な
い

。
 

（
苦

情
処
理

）
 

第
27

条
 

指
定

居
宅

介
護

支
援

事
業

者
は

、
自

ら
提

供
し

た
指

定
居

宅
介

護
支

援
又

は
自

ら
が

居
宅

サ
ー

ビ
ス

計
画

に
位

置
付

け
た

指
定

居
宅

サ
ー

ビ
ス

等
（

第
６

項
に

お
い

て
「

指
定

居
宅

介
護

支
援

等
」

と
い

う
。

）
に

対
す

る

利
用

者
及
び

そ
の
家

族
か

ら
の

苦
情

に
迅

速
か
つ

適
切
に
対

応
し

な
け

れ
ば
な

ら
な
い

。
 

２
 

指
定

居
宅

介
護

支
援

事
業

者
は

、
前

項
の

苦
情

を
受

け
付

け
た

場
合

は
、

当
該

苦
情

の
内

容
等

を
記

録
し

な
け

れ
ば

な
ら
な

い
。
 

３
 

指
定

居
宅

介
護

支
援

事
業

者
は

、
自

ら
提

供
し

た
指

定
居

宅
介

護
支

援
に

関
し

、
法

第
2
3条

の
規

定
に

よ
り

市

が
行

う
文

書
そ

の
他

の
物

件
の

提
出

若
し

く
は

提
示

の
求

め
又

は
市

の
職

員
か

ら
の

質
問

若
し

く
は

照
会

に
応

じ
、

及
び

利
用

者
か

ら
の

苦
情

に
関

し
て

市
が

行
う

調
査

に
協

力
す

る
と

と
も

に
、

市
か

ら
指

導
又

は
助

言
を

受
け

た

場
合

に
お
い

て
は
、

当
該

指
導

又
は

助
言

に
従
っ

て
必
要
な

改
善

を
行

わ
な
け

れ
ば
な

ら
な

い
。
 

1
6/
1
9 

４
 

指
定

居
宅

介
護

支
援

事
業

者
は

、
市

か
ら

の
求

め
が

あ
っ

た
場

合
に

は
、

前
項

の
改

善
の

内
容

を
市

に
報

告
し

な
け

れ
ば
な

ら
な
い

。
 

５
 

指
定

居
宅

介
護

支
援

事
業

者
は

、
自

ら
が

居
宅

サ
ー

ビ
ス

計
画

に
位

置
付

け
た

法
第

4
1条

第
１

項
に

規
定

す
る

指
定

居
宅

サ
ー

ビ
ス

又
は

法
第

4
2条

の
２

第
１

項
に

規
定

す
る

指
定

地
域

密
着

型
サ

ー
ビ

ス
に

対
す

る
苦

情
の

国

民
健

康
保
険

団
体
連

合
会

へ
の

申
立

て
に

関
し
て

、
利
用
者

に
対

し
必

要
な
援

助
を
行

わ
な

け
れ
ば

な
ら
な

い
。

 

６
 

指
定

居
宅

介
護

支
援

事
業

者
は

、
指

定
居

宅
介

護
支

援
等

に
対

す
る

利
用

者
か

ら
の

苦
情

に
関

し
て

国
民

健
康

保
険

団
体
連

合
会
が

行
う

法
第

1
76

条
第
１

項
第
３

号
の

調
査

に
協
力

す
る
と

と
も

に
、
自

ら
提
供

し
た

指
定

居
宅

介
護

支
援

に
関

し
て

国
民

健
康

保
険

団
体

連
合

会
か

ら
同

号
の

指
導

又
は

助
言

を
受

け
た

場
合

に
お

い
て

は
、

当

該
指

導
又
は

助
言
に

従
っ

て
必

要
な

改
善

を
行
わ

な
け
れ
ば

な
ら

な
い

。
 

７
 

指
定

居
宅

介
護

支
援

事
業

者
は

、
国

民
健

康
保

険
団

体
連

合
会

か
ら

の
求

め
が

あ
っ

た
場

合
に

は
、

前
項

の
改

善
の

内
容
を

国
民
健

康
保

険
団

体
連

合
会

に
報
告

し
な
け
れ

ば
な

ら
な

い
。
 

（
事

故
発
生

時
の
対

応
）

 

第
28

条
 

指
定

居
宅

介
護

支
援

事
業

者
は

、
利

用
者

に
対

す
る

指
定

居
宅

介
護

支
援

の
提

供
に

よ
り

事
故

が
発

生
し

た
場

合
に

は
、

速
や

か
に

市
、

利
用

者
の

家
族

等
に

連
絡

を
行

う
と

と
も

に
、

必
要

な
措

置
を

講
じ

な
け

れ
ば

な

ら
な

い
。
 

２
 

指
定

居
宅

介
護

支
援

事
業

者
は

、
前

項
の

事
故

の
状

況
及

び
事

故
に

際
し

て
採

っ
た

処
置

に
つ

い
て

記
録

し
な

け
れ

ば
な
ら

な
い
。

 

３
 

指
定

居
宅

介
護

支
援

事
業

者
は

、
利

用
者

に
対

す
る

指
定

居
宅

介
護

支
援

の
提

供
に

よ
り

賠
償

す
べ

き
事

故
が

発
生

し
た
場

合
に
は

、
損

害
賠

償
を

速
や

か
に
行

わ
な
け
れ

ば
な

ら
な

い
。
 

（
虐

待
の
防

止
）
 

第
28

条
の

２
 

指
定

居
宅

介
護

支
援

事
業

者
は

、
虐

待
の

発
生

又
は

そ
の

再
発

を
防

止
す

る
た

め
、

次
に

掲
げ

る
措

置
を

講
じ
な

け
れ
ば

な
ら

な
い

。
 

(１
)
 

当
該

指
定

居
宅

介
護
支

援
事

業
所

に
お

け
る

虐
待

の
防

止
の

た
め

の
対

策
を

検
討

す
る

委
員

会
（

テ
レ

ビ

電
話

装
置

等
を

活
用

し
て

行
う

こ
と

が
で

き
る

も
の

と
す
る

。
）

を
定

期
的

に
開

催
す
る

と
と

も
に

、
そ

の
結

果
に

つ
い
て

、
介

護
支

援
専
門

員
に

周
知

徹
底
を

図
る
こ

と
。
 

(２
)
 

当
該

指
定
居

宅
介

護
支

援
事

業
所

に
お

け
る

虐
待
の

防
止

の
た

め
の
指

針
を
整

備
す

る
こ
と

。
 

(３
)
 

当
該

指
定

居
宅

介
護
支

援
事

業
所

に
お

い
て

、
介

護
支

援
専

門
員

に
対

し
、

虐
待

の
防

止
の

た
め

の
研

修

を
定

期
的
に

実
施

す
る

こ
と
。

 

(４
)
 

前
３

号
に
掲

げ
る

措
置

を
適

切
に

実
施

す
る

た
め
の

担
当

者
を

置
く
こ

と
。
 

（
会

計
の
区

分
）
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第
29

条
 

指
定

居
宅

介
護

支
援

事
業

者
は

、
事

業
所

ご
と

に
経

理
を

区
分

す
る

と
と

も
に

、
指

定
居

宅
介

護
支

援
の

事
業

の
会
計

と
そ
の

他
の

事
業

の
会

計
と

を
区
分

し
な
け
れ

ば
な

ら
な

い
。
 

（
記

録
の
整

備
）
 

第
30

条
 

指
定

居
宅

介
護

支
援

事
業

者
は

、
従

業
者

、
設

備
、

備
品

及
び

会
計

に
関

す
る

諸
記

録
を

整
備

し
て

お
か

な
け

れ
ば
な

ら
な
い

。
 

２
 

指
定

居
宅

介
護

支
援

事
業

者
は

、
利

用
者

に
対

す
る

指
定

居
宅

介
護

支
援

の
提

供
に

関
す

る
次

に
掲

げ
る

記
録

を
整

備
し
、

そ
の
完

結
の

日
か

ら
５

年
間

保
存
し

な
け
れ
ば

な
ら

な
い

。
 

(１
)
 

第
14
条

第
1
5号

に
規
定

す
る

指
定

居
宅

サ
ー

ビ
ス
事

業
者

等
と

の
連
絡

調
整
に

関
す

る
記
録
 

(２
)
 

個
々

の
利
用

者
ご

と
に

次
に

掲
げ

る
事

項
を

記
載
し

た
居

宅
介

護
支
援

台
帳
 

ア
 

居
宅
サ

ー
ビ

ス
計

画
 

イ
 

第
1
4条

第
９

号
に

規
定
す

る
ア

セ
ス

メ
ン
ト

の
結
果

の
記

録
 

ウ
 

第
1
4条

第
1
1号

に
規
定
す

る
サ

ー
ビ

ス
担
当
者

会
議

等
の

記
録
 

エ
 

第
1
4条

第
1
7号

に
規
定
す

る
モ

ニ
タ

リ
ン
グ
の

結
果

の
記

録
 

(３
)
 

第
14

条
第

４
号

の
規
定

に
よ

る
身

体
的

拘
束

等
の

態
様

及
び

時
間

、
そ

の
際

の
利

用
者

の
心

身
の

状
況

並

び
に

緊
急
や

む
を

得
な

い
理
由

の
記

録
 

(４
)
 

第
17
条

の
規

定
に

よ
る

市
へ

の
通

知
に

係
る

記
録
 

(５
)
 

第
27
条

第
２

項
の

規
定

に
よ

る
苦

情
の

内
容

等
の
記

録
 

(６
)
 

第
28
条

第
２

項
の

規
定

に
よ

る
事

故
の

状
況

及
び
事

故
に

際
し

て
採
っ

た
処
置

に
つ

い
て
の

記
録
 

第
４

章
 
基

準
該

当
居

宅
介
護

支
援

に
関

す
る
基

準
 

（
準

用
）
 

第
31

条
 

第
２

条
、

第
２

章
及

び
前

章
（

第
2
7条

第
６

項
及

び
第

７
項

を
除

く
。

）
の
規

定
は

、
基

準
該

当
居

宅
介

護
支

援
（

法
第

47
条

第
１

項
第

１
号

に
規

定
す

る
基

準
該

当
居

宅
介

護
支

援
を

い
う

。
）

の
事

業
に

つ
い

て
準

用

す
る

。
こ

の
場

合
に

お
い

て
、

第
５

条
第

１
項

中
「

第
1
9条

」
と

あ
る

の
は

「
第

31
条
に

お
い

て
準

用
す

る
第

1
9

条
」

と
、

第
11

条
第

１
項

中
「

指
定

居
宅

介
護

支
援

（
法

第
46

条
第

４
項

の
規

定
に

基
づ

き
居

宅
介

護
サ

ー
ビ

ス

計
画

費
（

同
条

第
２

項
に

規
定

す
る

居
宅

介
護

サ
ー

ビ
ス

計
画

費
を

い
う

。
以

下
同

じ
。

）
が

当
該

指
定

居
宅

介

護
支

援
事
業

者
に
支

払
わ

れ
る

場
合

に
係

る
も
の

を
除
く
。
）
」
と

あ
る
の

は
「

基
準
該

当
居

宅
介

護
支
援

」
と
、

「
居

宅
介

護
サ

ー
ビ

ス
計

画
費

の
額

」
と

あ
る

の
は

「
法

第
47

条
第

３
項

に
規

定
す

る
特

例
居

宅
介

護
サ

ー
ビ

ス

計
画

費
の
額

」
と
読

み
替

え
る

も
の

と
す

る
。
 

第
５

章
 
雑

則
 

（
電

磁
的
記

録
等
）
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第
32

条
 

指
定

居
宅

介
護

支
援

事
業

者
及

び
指

定
居

宅
介

護
支

援
の

提
供

に
あ

た
る

者
は

、
作

成
、

保
存

そ
の

他
こ

れ
ら

に
類
す

る
も
の

の
う

ち
、
こ

の
条

例
の

規
定

に
お

い
て

書
面
（

書
面

、
書

類
、
文
書

、
謄

本
、
抄

本
、
正

本
、

副
本

、
複

本
そ

の
他

文
字

、
図

形
等

人
の

知
覚

に
よ

っ
て

認
識

す
る

こ
と

が
で

き
る

情
報

が
記

載
さ

れ
た

紙
そ

の

他
の

有
体

物
を

い
う

。
以

下
こ

の
条

に
お

い
て

同
じ

。
）

で
行

う
こ

と
が

規
定

さ
れ

て
い

る
又

は
想

定
さ

れ
る

も

の
（

第
８

条
（

前
条

に
お

い
て

準
用

す
る

場
合

を
含

む
。

）
及

び
第

14
条

第
30

号
（

前
条

に
お

い
て

準
用

す
る

場

合
を

含
む

。
）

並
び

に
次

項
に

規
定

す
る

も
の

を
除

く
。

）
に

つ
い

て
は

、
書

面
に

代
え

て
、

当
該

書
面

に
係

る

電
磁

的
記
録

に
よ
り

行
う

こ
と

が
で

き
る

。
 

２
 

指
定

居
宅

介
護

支
援

事
業

者
及

び
指

定
居

宅
介

護
支

援
の

提
供

に
あ

た
る

者
は

、
交

付
、

説
明

、
同

意
、

承
諾

そ
の

他
こ

れ
ら

に
類

す
る

も
の

（
以

下
「

交
付

等
」

と
い

う
。

）
の

う
ち

、
こ

の
条

例
の

規
定

に
お

い
て

書
面

で

行
う

こ
と

が
規

定
さ

れ
て

い
る

又
は

想
定

さ
れ

る
も

の
に

つ
い

て
は

、
当

該
交

付
等

の
相

手
方

の
承

諾
を

得
て

、

書
面

に
代

え
て

、
電

磁
的

方
法

（
電

子
的

方
法

、
磁

気
的

方
法

そ
の

他
人

の
知

覚
に

よ
っ

て
認

識
す

る
こ

と
が

で

き
な

い
方
法

を
い
う

。
）

に
よ

る
こ

と
が

で
き
る

。
 

付
 

則
 

（
施

行
期
日

）
 

１
 

こ
の

条
例

は
、

平
成

30
年

４
月

１
日

か
ら

施
行

す
る

。
た

だ
し

、
第

14
条

第
20

号
の

規
定

は
、

同
年

1
0月

１
日

か
ら

施
行
す

る
。
 

（
経

過
措
置

）
 

２
 

令
和

９
年

３
月

31
日

ま
で

の
間

は
、

第
４

条
第

２
項

の
規

定
に

か
か

わ
ら

ず
、

介
護

支
援

専
門

員
（

主
任

介
護

支
援

専
門
員

を
除
く

。
）

を
同

条
第

１
項

に
規
定

す
る
管
理

者
と

す
る

こ
と
が

で
き
る

。
 

３
 

令
和

３
年

４
月

１
日

以
後

に
お

け
る

前
項

の
規

定
の

適
用

に
つ

い
て

は
、

同
項

中
「

第
４

条
第

２
項

」
と

あ
る

の
は

「
令

和
３

年
３

月
31

日
ま

で
に

法
第

4
6条

第
１

項
の

指
定

を
受

け
て

い
る

事
業

所
（

同
日

に
お

い
て

当
該

事

業
所

に
お

け
る

第
４

条
第

１
項

に
規

定
す

る
管

理
者

（
以

下
こ

の
項

に
お

い
て

「
管

理
者

」
と

い
う

。
）

が
、

主

任
介

護
支

援
専

門
員

で
な

い
も

の
に

限
る

。
）

に
つ

い
て

は
、

第
４

条
第

２
項

」
と

、
「

介
護

支
援

専
門

員
（

主

任
介

護
支

援
専

門
員

を
除

く
。

）
を

同
条

第
１

項
に

規
定

す
る

」
と

あ
る

の
は

「
引

き
続

き
、

同
日

に
お

け
る

管

理
者

で
あ
る

介
護
支

援
専

門
員

を
」

と
す

る
。
 

付
 

則
（
令

和
３

年
３

月
2
4日

条
例

第
６

号
）
 

（
施

行
期
日

）
 

１
 

こ
の

条
例

は
、

令
和

３
年

４
月

１
日

か
ら

施
行

す
る

。
た

だ
し

、
第

14
条

中
第

30
号

を
第

3
1号

と
し

、
第

2
1号

か
ら

第
29
号

ま
で
を

１
号

ず
つ

繰
り

下
げ

、
第

2
0号

の
次

に
１

号
を
加

え
る
改

正
（
第

2
1号

に
係

る
部

分
に
限

る
。
）

は
、

同
年

10
月

１
日

か
ら

施
行

す
る

。
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（
虐

待
の
防

止
に
係

る
経

過
措

置
）
 

２
 

こ
の

条
例

の
施

行
の

日
（

以
下

「
施

行
日

」
と

い
う

。
）

か
ら

令
和

６
年

３
月

31
日

ま
で

の
間

、
改

正
後

の
武

蔵
野

市
指

定
居

宅
介

護
支

援
等

の
事

業
の

人
員

及
び

運
営

に
関

す
る

基
準

を
定

め
る

条
例

（
以

下
「

新
条

例
」

と

い
う

。
）

第
２

条
第

５
項

及
び

第
2
8条

の
２

（
新

条
例

第
31

条
に

お
い

て
準

用
す

る
場
合

を
含

む
。

）
の

規
定

の

適
用

に
つ
い

て
は
、
こ

れ
ら

の
規

定
中
「

講
じ
な

け
れ
ば

」
と

あ
る

の
は
「

講
じ
る

よ
う

努
め

な
け

れ
ば
」
と

し
、

新
条

例
第

19
条

（
新

条
例

第
3
1条

に
お

い
て

準
用

す
る

場
合

を
含

む
。

）
の

規
定

の
適
用

に
つ

い
て

は
、

こ
れ

ら

の
規

定
中

「
事

業
の

運
営

」
と

あ
る

の
は

「
虐

待
の

防
止

の
た

め
の

措
置

に
関

す
る

事
項

に
関

す
る

規
程

を
定

め

て
お

く
よ

う
努

め
る

と
と

も
に

、
事

業
の

運
営

」
と

、
「

次
に

掲
げ

る
事

項
」

と
あ

る
の

は
「

次
に

掲
げ

る
事

項

（
第

６
号
に

掲
げ
る

事
項

を
除

く
。

）
」

と
す
る

。
 

（
業

務
継
続

計
画
の

策
定

等
に

係
る

経
過

措
置
）
 

３
 

施
行

日
か

ら
令

和
６

年
３

月
3
1日

ま
で

の
間

、
新

条
例

第
20

条
の

２
（

新
条

例
第
3
1条

に
お

い
て

準
用

す
る

場

合
を

含
む

。
）

の
規

定
の

適
用

に
つ

い
て

は
、

こ
れ

ら
の

規
定

中
「

講
じ

な
け

れ
ば

」
と

あ
る

の
は

「
講

じ
る

よ

う
努

め
な

け
れ

ば
」

と
、

「
実

施
し

な
け

れ
ば

」
と

あ
る

の
は

「
実

施
す

る
よ

う
努

め
な

け
れ

ば
」

と
、

「
行

う

も
の

と
す
る

」
と
あ

る
の

は
「

行
う

よ
う

努
め
る

も
の
と
す

る
」

と
す

る
。
 

（
感

染
症
の

予
防
及

び
ま

ん
延

の
防

止
の

た
め
の

措
置
に
係

る
経

過
措

置
）
 

４
 

施
行

日
か

ら
令

和
６

年
３

月
3
1日

ま
で

の
間

、
新

条
例

第
22

条
の

２
（

新
条

例
第
3
1条

に
お

い
て

準
用

す
る

場

合
を

含
む

。
）

の
規

定
の

適
用

に
つ

い
て

は
、

こ
れ

ら
の

規
定

中
「

講
じ

な
け

れ
ば

」
と

あ
る

の
は

「
講

じ
る

よ

う
努

め
な
け

れ
ば
」

と
す

る
。

 

付
 

則
（
令

和
６

年
３

月
1
5日

条
例

第
11

号
）
 

（
施

行
期
日

）
 

１
 

こ
の

条
例

は
、

令
和

６
年

４
月

１
日

か
ら

施
行

す
る

。
た

だ
し

、
第

５
条

第
４

項
第

２
号

の
改

正
及

び
第

3
2条

第
１

項
の
改

正
（
「

第
2
8号

」
を

「
第

30
号

」
に

改
め
る
部

分
を

除
く

。
）
は

、
公
布

の
日

か
ら
施

行
す
る

。
 

（
重

要
事
項

の
掲
示

に
係

る
経

過
措

置
）

 

２
 

こ
の

条
例

の
施

行
の

日
か

ら
令

和
７

年
３

月
3
1日

ま
で

の
間

、
改

正
後

の
武

蔵
野
市

指
定

居
宅

介
護

支
援

等
の

事
業

の
人

員
及

び
運

営
に

関
す

る
基

準
を

定
め

る
条

例
（

以
下

「
新

条
例

」
と

い
う

。
）

第
2
3条

第
３

項
（

新
条

例
第

31
条

に
お

い
て

準
用

す
る

場
合

を
含

む
。

）
の

規
定

の
適

用
に

つ
い

て
は

、
同

項
中

「
指

定
居

宅
介

護
支

援

事
業

者
は

、
原

則
と

し
て

、
重

要
事

項
を

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

に
掲

載
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
」

と
あ

る
の

は
「

削

除
」

と
す
る

。
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